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序

　埼玉県では、現在までに5000基近い数の古墳が発掘調査等によっ

て確認されていると言われています。このうち、県北部に位置する

児玉地方には、その四分の一以上の約1500基の古墳が集中し、その

４割にあたる600基以上もの古墳が本庄市に所在しています。

　そのため、市内には県内外から注目される古墳も多くあり、下浅

見の鷺山古墳が県の史跡に、万年寺のつつじ山古墳、入浅見の金鑚

神社古墳、小島の八幡山古墳、蚕影山古墳、山の神古墳、長沖の長

沖32号墳、秋山の庚申塚古墳などが市の史跡に指定されています。

また、本庄地域の大久保山古墳群や旭・小島古墳群、児玉地域の長

沖古墳群、生野山古墳群、秋山古墳群が県内でも有数の大古墳群と

して、県の重要遺跡に選定されています。

　本書は、この埼玉県選定重要遺跡の長沖古墳群内に所在する長沖

203号墳の発掘調査の成果を記録したものです。発掘調査は、児玉

南土地区画整理事業の区画道路建設に先立つ記録保存を目的として

実施されました。

　児玉南土地区画整理事業は、昭和50年６月に事業認可を受けてか

ら、現在まで40年の歳月を経てようやく完了の見込みとなりました。

今後も、区画整理事業地内やその周辺は、市街地化の進行により大

小様々な開発の増加が予想されますが、郷土の偉人である国学者塙

保己一先生の座右の銘であった「温故知新」の趣旨に学び、先生の「世

のため、後のため」という崇高な精神を敬愛しつつ、郷土本庄のさ

らなる発展のための礎となる文化財の保護に一層努力して取り組ん

でいく所存であります。

　本書が、学術的な地域史研究の基礎資料としてはもとより、　文

化財保護思想の普及・啓発や愛護意識の高揚の一助となれば幸いで

す。もとより、こうした埋蔵文化財の発掘調査は、市民の皆様の文

化財に対するご理解とご協力なしには行い得ないことであります。

今後とも皆様の郷土の文化財保護に対するご理解とご協力を賜りま

すようお願い申し上げるとともに、今回の発掘調査にご協力いただ

いた関係者の方々に感謝申し上げ、序といたします。

　平成27年３月
 本庄市教育委員会

 教育長　勝山　勉
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例　　　言

１．本書は、埼玉県本庄市児玉町長沖に所在する、埼玉県選定重要遺跡の「長沖古墳群」に属する長

沖203号墳の発掘調査報告書である。

２．長沖古墳群に関する発掘調査報告書は、これまでに児玉町教育委員会・埼玉県埋蔵文化財調査事

業団・本庄市教育委員会・本庄市遺跡調査会で刊行されており、本書は長沖古墳群の15冊目の報告
書になることから、書名を『長沖古墳群ＸⅤ』とした。

３．発掘調査は、児玉南土地区画整理事業に伴う事前の記録保存を目的として、平成25年４月22日～
平成25年８月９日の期間に実施した。

４．発掘調査は、本庄市教育委員会が実施し、その調査担当には恋河内昭彦があたった。なお、現地

作業では、（有）毛野考古学研究所の日沖剛史と淺間　陽が補佐した。

５．本書で使用した地図は、国土地理院発行の５万分の１、旧児玉町発行の２千５百分の１である。

６．古墳の墳丘及び葺石・石室等の測量は、（株）測研に委託した。

７．出土遺物の実測は、金属製品とその他の出土遺物を恋河内が行い、それ以外と石器は（有）毛野考

古学研究所に委託した。

８．出土遺物観察表に記した記号は、以下のとおりである。

　　Ａ－法量（単位は cm、カッコは推定）、Ｂ－成形、Ｃ－整形・調整、Ｄ－胎土、材質、Ｅ－色
調、Ｆ－残存度、Ｇ－備考、Ｈ－出土層位・位置

９．本書に掲載した写真は、遺構を調査担当者が、遺物は金属製品とその他の出土遺物を恋河内が、

それ以外を（有）毛野考古学研究所が撮影した。

10．重層ガラス玉の自然科学的調査について、奈良文化財研究所の田村朋美氏から玉稿をいただい
た。この場を借りて感謝いたします。

11．付編以外の執筆と本書の編集は、恋河内が行った。

12．発掘調査から本書刊行にあたって、下記の方々や機関からご教示・ご協力を賜った。記して感謝
します。

　　大賀　克彦、大谷　　徹、大塚　昌彦、加部　二生、金子　彰男、斎藤　あや、坂本　和俊、

　　関　智賀子、瀧瀬　芳之、田中　　裕、田村　朋美、中沢　良一、長滝　歳康、中村　倉司、

　　日高　　慎、丸山　　修、丸山　陽一、矢内　　勲、山崎　　武、割田　博之

　　埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課、公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団、

　　独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所
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　　　　発掘調査組織（平成25年度）

主　体　者 本庄市教育委員会

  教 育 長 茂木　孝彦

事　務　局 事 務 局 長 関和　成昭

  文化財保護課長 川上　美恵

  副参事兼課長補佐 鈴木　徳雄

  課長補佐兼埋蔵文化財係長 太田　博之

  主　　　　幹 恋河内昭彦（調査担当）

  主　　　　査 大熊　季広

  〃  松澤　浩一

  主　　　　任 松本　　完

  臨 時 職 員 的野　善行

  調査補助員 日沖　剛史（有限会社毛野考古学研究所）

  〃  淺間　　陽（ 〃 ）

　　　　整理・報告書刊行組織（平成26年度）

主　体　者 本庄市教育委員会

  教 育 長 勝山　　勉

事　務　局 事 務 局 長 関和　成昭

  文化財保護課長 川上　美恵

  課長補佐兼埋蔵文化財係長 太田　博之

  主　　　　幹 恋河内昭彦（整理担当）

  主　　　　査 大熊　季広

  〃  松本　　完

  主 事 補 栗原　秀太

  臨 時 職 員 的野　善行
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第１図　遺跡の位置



第Ⅰ章　発掘調査に至る経緯

　今回報告する長沖203号墳は、長沖古墳群の北東端にあたる児玉南土地区画整理事業地域内に位置

している。当初は古墳の存在が明確ではなく、従来から全長50ｍ以上の前方後円墳と考えられていた

長沖31号墳の前方部と推測されていた場所である（菅谷他1980）。

　この長沖31号墳の墳丘南側と西側の隣接地には、区画整理に伴う幅６ｍの区画道路の建設が予定さ

れていた。平成23年10月に南側隣接地の道路建設工事に先立って予定地の試掘調査を行ったところ、

建設予定地部分はすでに土取りによって破壊されており、文化財に関係するような遺構は残存してい

なかった。

　その後、道路工事が終了した平成24年３月末頃に、職員が現地の状況を確認に行ったところ、道路

に面した墳丘の一部が削られ、その法面に石室の石組みの一部が露呈しているのを確認した。そのた

め、工事関係部局に長沖31号墳とは別の古墳が存在する可能性があることを伝え、古墳の保存につい

て協議を行ったが、区画道路の路線変更はすでに困難であることから、事前に発掘調査を実施して記

録保存の措置をとることになった。発掘調査は、平成24年度は調査予定がいっぱいであったため、翌

年度の平成25年の４月から実施した。その調査期間は、４月22日から８月９日までの約３ヶ月半を要

した。

　書類上の手続きについては、文化財保護法第94条第１項の規定に基づいて、工事主体者の本庄市長

吉田信解より平成25年４月４日付の本都計発第13号による「埋蔵文化財発掘の通知」が、文化財保護

法第99条の規定に基づいて、調査主体者の本庄市教育委員会教育長茂木孝彦（当時）より平成25年４月

８日付け本教文発第19号による「埋蔵文化財発掘調査の通知について」が、いずれも埼玉県教育委員

会に提出されている。

　なお、埼玉県教育委員会からは、平成25年５月７日付教生文第４－1642号による「周知の埋蔵文化

財包蔵地における土木工事等について」の指示が、本庄市長あてに通知された。
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第２図　伝長沖古墳群出土女性人物埴輪
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第３図　長沖古墳群古墳分布図 (2014年現在 )



第Ⅱ章　長沖古墳群の概要

　長沖古墳群は、上武山地内に源を発して北流する小山川（旧身馴川）が、山地内から平野部に出たあ

たりで、児玉丘陵の南側に沿って流路を北東方向から東西方向に変えた場所の左岸に立地している。

その範囲は、東側の標高125ｍの丘陵部から、西側の丘陵先端下に広がる標高101ｍ付近の氾濫原にか

けて、東西約1700ｍ、南北約500ｍの帯状に多数の古墳が分布している。古墳の数は、昭和55年（1980

年）の段階では、前方後円墳５基（伝承の110号墳を含めると６基）を含む157基の古墳が知られていた

が（菅谷他1980）、その後の試掘調査や発掘調査の進展により、平成26年（2014年）現在は前方後円墳６

基を含む205基の古墳の存在が明らかになっている（第３図）。

　古墳群は、県道76号線（児玉・金沢・秩父線）に沿って丘陵内に細長く湾入する谷によって、地形的

に東西に大きく二分されている。かつては、この谷を境にして西側の高柳から金屋の丘陵部を主体

に分布する一群を「高柳古墳群」、東側の長沖の丘陵部からその下の氾濫原にかけて分布する一群を

「長沖古墳群」と呼称し、これらを総称して「高柳・長沖古墳群」と呼ぶことが提唱されたが（菅谷他

1980）、両者は古墳の分布からも連続する一つの大古墳群として捉えるのが妥当と考えられ、現在で

はこれらを総じて「長沖古墳群」とすることが一般化している。そして、かつての西側の高柳古墳群

とした範囲を高柳支群、東側の長沖古墳群とした範囲を長沖支群と呼び変えている。

　古墳群の形成は、現在までの調査の成果では、古墳時代中期の５世紀中頃に遡る。それ以前の古墳

時代前期の状況は、長沖支群西部北西端の長沖久保遺跡（恋河内1984、大谷1999、大塚2014）で、小規

模な集落が確認されているだけである。中期の古墳は、西側の高柳支群では谷を挟んで北側の丘陵

頂部に単独で存在する157号墳、東側の長沖支群では丘陵尾根筋上に距離を置いて点在する34号墳と

14号墳があり、中央部の54号墳も該期の可能性が高いとされている（菅谷他1980）。157号墳は、直径

32ｍの大形円墳で、有黒斑のＢ種ヨコハケの円筒埴輪を伴っている。34号墳は、古墳はすでに削平さ

れて不明であるが、野焼き焼成の一次タテハケ調整で突出した突帯を持つ円筒埴輪を伴ったようであ

る。この次に続く14号墳は、墳丘直径28ｍの大形円墳で、赤彩された野焼き風と無黒斑の２種類のＢ

種ヨコハケ円筒埴輪と少量の形象埴輪が出土している（恋河内2012）。後期の６世紀になると造墓活動

は活発化し、直径10ｍ～20ｍ程度の円墳が多く作られ、有力古墳は５世紀の大形円墳から全長30ｍ前

後の前方後円墳に変わる。これらの前方後円墳は、その長軸方向を東西方向に向けるものと、北東

方向に向けるものの２者があり、前者は高柳支群に１基（137号墳）、長沖支群西部に１基（十兵衛塚古

墳：79号墳）、長沖支群東部南側に２基（８号墳、196号墳）が分布し、後者は長沖支群東部北側に２基

（25号墳、32号墳）が集中している。この現状における前方後円墳の分布からすると、当古墳群は後期

には最低この４つの地域に大別されるようである。これらの前方後円墳は、６世紀後半には姿を消

し、有力古墳の系譜は大形横穴式石室を持つ若干規模の大きな円墳に変わる。７世紀には小形の円墳

が主流となり、有力古墳の差異化は墳形や規模から副葬品の優劣の違いに変わるようである。

　古墳の主体部は、中期古墳は不明であるが、後期古墳は６世紀前葉には礫郭風や箱式石棺風の小竪

穴式石室が主体で、中葉には袖無型横穴式石室が採用され、石室平面形の短冊型から笏型への変化も

見られる。後葉には両袖型横穴式石室に変わり、７世紀には「毛野型胴張り形態」（金井塚1976）と呼

ばれる石室平面形が徳利状や変形羽子板状の地域的特徴を持つ、模様積みの両袖型胴張横穴式石室が

主体となり、以後この石室の小型化と形骸化が進行する（大谷1999）。
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203号墳

第４図　児玉南土地区画整理事業地内調査地点位置図（2014年現在）



第Ⅲ章　長沖203号墳の発掘調査
１　古墳の現況

　長沖203号墳は、長沖古墳群東側の長沖支群北東端に位置し、標高102ｍを測る丘陵下の氾濫原と接

するあたりに立地している。本古墳は、前方後円墳とされた長沖31号墳（菅谷他1980）の前方部にあた

る部分と思われていたが、今回の発掘調査で別の古墳であることが判明した。

　長沖31号墳が前方後円墳として誤認されていた理由は、東側隣接地に所在する円満寺の廃絶によっ

て木や篠等が生い茂る雑木林となり、また北側は墓地として造成されていたため、長い間詳細な墳形

の確認が困難であったことによる。今回、発掘調査に先立って墳丘上やその周辺の伐採を行い、墳丘

の一部の測量を実施したところ、これらは隣接する二つの小規模な古墳を土盛りによって連結し、更

に203号墳から東方向に土手状に延ばした、円満寺西側の本堂の後背部を画する土塁として二次的に

利用されていたものであることが判明した。円満寺は、江戸時代後期の『新編武蔵風土記稿』に記載

があり、その建立は土塁周辺の出土遺物から見て、中世後期以前に遡る可能性も考えられる。

　墳丘の現状は、南北方向が約16ｍ、東西方向が約18ｍの楕円形ぎみの形態で、現地表面から2.6ｍ

の高さがある。墳丘の周りは、東側以外はすべて土取りによる撹乱が粘土層下まで及んでおり、墳丘

北側の第１葺石付近を根切り溝と思われる第１号溝跡が切っている。墳丘上は、墳頂部に盗掘坑を利

用した大きなゴミ穴があり、東側土塁の尾根筋上に大小様々なゴミ穴が列状に掘られている。この墳

頂部の盗掘坑を利用したゴミ穴からは、周辺の土取り跡の撹乱内と同じく現代瓦の破片が最も多く出

土しているが、その中に布に包まれた犬と思われる動物の遺骸１体が埋葬されており、本古墳のもの

か不明であるが、その傍に後世の人によって円筒埴輪が２個（第23図№１・２）横に並べて供えられた
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第５図　長沖31・203号墳と円満寺（旧児玉町昭和44年測量1/2500地図より）
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第６図　長沖203号墳墳丘測量図



ように置かれていた。また、この他に当地の近代史の一面が窺える資料として、太平洋戦争中に使用さ

れていたと思われる20㎜機関銃の実弾１発が出土している（平成25年５月22日に児玉警察署に提出）。

　本古墳は、すでに盗掘を受けている。墳頂部の盗掘坑の存在からも分かるように、児玉地方の古墳

群で一般的な「盗掘はほとんど眞上から穴を掘り、ふた石をあばいて副葬品を盗み出す方法」による

もので、「大正から昭和にかけて大盗賊団が入ったことを、土地の人達は口をそろえて言つている」

（大護1956）ということから、その頃によるものであろうか。
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２　外表施設

ａ．墳　　丘

　本古墳は、主体部の横穴式石室の控積みを被覆する墳丘盛土の外側に、付基壇と外周施設を巡らせ

た円墳で、北西～南東方向は約19ｍ、南西～北東方向は約22ｍ残存している。調査区内では、古墳の

周りに明確な周溝は見られない。墳丘を巡る付基壇の上には、埴輪が樹立されていたようで、多くの

埴輪が破片になって出土している。
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　墳丘は、長沖古墳群の古墳の中では、比較的良く残っている方であるが、墳頂部から東側にかけ

てゴミ穴が多く列状に掘られている。平面形は、正円ではなく、現状で東西方向14.04ｍ、南北方向

12.00ｍの北西～南東方向に長軸を向けた楕円形を呈している。墳丘の盛土は、主に３段階の工程に

分けることができる。第１工程は、横穴式石室の構築に伴うもので、石室の石の積み上げに合わせた

控積みの押さえとして、非常に硬い土を斜方向に土盛りする三角堆積の部分である。これは石室への
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第９図　墳丘土層断面図



石材の搬入と、天井石を引き上げて架設するためのスロープとして利用することを考えた盛土方法

で、土層断面の観察では、石室の側壁側から天井石を引き上げたことが明確に判断できる。第２工程

は、墳丘外周の第１葺石の構築に伴うもので、石垣状に積み上げる葺石の裏込めとして、葺石側と石

室側からの双方向の土盛りによる細かな五目状堆積の部分である。石室外側のどの部分も、旧地表面

から1.2ｍ程度の高さでほぼ水平に土盛りされていることから、あるいはそれを１段目とした段築構

造の墳丘を形成していたのかもしれない。第３工程は、墳丘上半の帯状に延びる層がほぼ水平に堆積

する部分である。石室奥壁の外側では、厚い層と薄い層が明確に互層になっており、盤築状の土盛り

を意識した意図的な盛土土層と言える。

長沖203号墳墳丘土層説明
＜第１号溝跡＞

第ａ層：暗褐色土層（ローム粒・白色粘土・黒色粘土・径0.5～３㎝の小礫を中量、径５～10㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性ややあり。）
第ｂ層：暗褐色土層（ローム粒を少量、白色粘土を中量、黒色粘土を少量、径0.5～１㎝の小礫微量含む。しまりやや弱い。粘性やや弱い。）。
第ｃ層：暗褐色土層（ローム粒・径５㎝の礫を中量、白色粘土・黒色粘土・径0.5～２㎝の小礫を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第ｄ層：暗灰黄色土層（白色粘土を多量、黒色粘土を少量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまりやや強い。粘性やや強い。）
第ｅ層：淡黄褐色土層（径0.5～３㎝の小礫を多量、ローム粒を中量、白色粘土・黒色粘土・径５㎝の礫を少量含む。しまりややあり。粘性や

やあり。）

第ｆ層：暗灰色土層（径５～20㎝の礫を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量、ローム粒・黒色粘土を少量含む。しまり弱。粘性ややあり。）
第ｇ層：暗灰色土層（径0.5～３㎝の小礫を多量、ローム粒・白色粘土を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第ｈ層：暗灰色土層（砂粒・径0.5～３㎝の小礫を多量、ローム粒・白色粘土を少量含む。しまりややあり。粘性弱。）
第ｉ層：灰黄褐色土層（ローム粒・白色粘土・径0.5～３㎝の小礫を少量、径５～10㎝の礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第ｊ層：暗灰色土層（砂粒・径0.5～１㎝の小礫を多量、ローム粒・径５㎝の礫を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第ｋ層：淡黄褐色土層（ローム粒を中量、径0.5～１㎝の小礫・径５～10㎝の礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第ｌ層：淡黄褐色土層（ローム粒を中量、砂粒・径0.5～１㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）

＜Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′＞

第１層：暗褐色土層（径0.5～３㎝の小礫・径５～20㎝の礫を多量、ローム粒・白色粘土・黒色粘土を少量、黄褐色粘土を微量含む。しまり
弱。粘性弱。）

第２層：暗褐色土層（白色粘土・径0.5～３㎝の小礫・径５～15㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性ややあり。）
第３層：暗褐色土層（白色粘土を中量、ローム粒・黒色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第４層：黒褐色土層（ローム粒・白色粘土・黒色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第５層：灰黄褐色土層（白色粘土を多量、ローム粒・黒色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第６層：灰黄褐色土層（ローム粒・白色粘土・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）

第７層：淡黄褐色土層（白色粘土を多量、ローム粒を中量、黒色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第８層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土・径0.5～３㎝の小礫を中量、白色粘土・径５㎝の礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第９層：暗褐色土層（径0.5～３㎝の小礫・径５～40㎝の礫を多量、ローム粒・白色粘土・黒色粘土・黄褐色粘土を少量含む。しまりややあ

り。粘性ややあり。）

第10層：淡黄褐色土層（ローム粒・白色粘土・黒色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第11層：灰オリーブ色土層（径0.5～１㎝の小礫・径５～30㎝の礫を多量含む。しまり弱い。粘性なし。）
第12層：暗褐色土層（径0.5～１㎝の小礫・径５～10㎝の礫を多量含む。しまりやや弱い。粘性あり。）
第13層：灰黄褐色土層（白色粘土・黒色粘土を中量、ローム粒・径0.5～３㎝の小礫、径５㎝の礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第14層：淡黄褐色土層（ローム粒・黒色粘土・黄褐色粘土を中量、白色粘土・径５～15㎝の礫を少量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまり

あり。粘性あり。）

第15層：灰オリーブ色土層（径0.5～１㎝の小礫・径５～50㎝の礫を多量含む。しまり弱い。粘性なし。）
第16層：黒褐色土層（径0.5～３㎝の小礫・径５～20㎝の礫・砂粒を中量、ローム粒を少量含む。しまりやや弱い。粘性あり。）
第17層：暗褐色土層（径0.5～３㎝の小礫を中量、ローム粒・白色粘土・黒色粘土・黄褐色粘土を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第18層：灰黄褐色土層（ローム粒・白色粘土・径0.5～３㎝の小礫・径５～15㎝の礫を中量、黒色粘土を少量含む。しまり弱。粘性ややあり。）
第19層：淡黄褐色土層（ローム粒を中量、白色粘土・黒色粘土・径0.5～３㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第20層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、白色粘土を中量、ローム粒・径0.5～２㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第21層：暗褐色土層（径0.5～３㎝の小礫を多量、径0.5～15㎝の礫を中量、ローム粒・白色粘土・黒色粘土を少量含む。しまり弱。粘性弱。）
第22層：灰黄褐色土層（ローム粒・白色粘土を中量、黒色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第23層：淡黄褐色土層（ローム粒・白色粘土を多量、黒色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第24層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒・白色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第25層：淡黄褐色土層（ローム粒・白色粘土を多量、黒色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第26層：灰黄褐色土層（ローム粒・白色粘土・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第27層：淡黄褐色土層（ローム粒・白色粘土を多量、黒色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第28層：淡黄褐色土層（ローム粒・白色粘土・黒色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第29層：黒褐色土層（砂粒・径0.5～２㎝の小礫を中量、ローム粒・黒色粘土を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第30層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第31層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、砂粒・径0.5～１㎝の小礫を少量、径５㎝の礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第32層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土を中量、黒色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第33層：淡黄褐色土層（ローム粒・白色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）

10



第34層：淡黄褐色土層（ローム粒・白色粘土を中量、黒色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第35層：淡黄褐色土層（ローム粒を中量、白色粘土・黒色粘土を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第36層：灰黄褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第37層：暗褐色土層（黒色粘土・径0.5～３㎝の小礫を多量、ローム粒・径５㎝の礫を少量含む。しまりややあり。粘性あり。）
第38層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土・炭化粒を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第39層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土・径0.5㎝の小礫を少量、黄褐色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第40層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土を中量、黒色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第41層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土を少量含む。径0.5～２㎝の小礫を多量含む。しまり強。粘性強。）
第42層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、白色粘土を少量、径0.5～２㎝の小礫を多量含む。しまりやや強。粘性強。）
第43層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土を中量、黒色粘土を少量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第44層：黄褐色土層（黄褐色粘土を多量、ローム粒を少量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性強。）
第45層：灰黄褐色土層（白色粘土を多量、ローム粒を中量、径0.5～３㎝の小礫を微量含む。しまり強い。粘性強い。）
第46層：暗灰黄色土層（ローム粒を少量、白色粘土を中量、黒色粘土を多量、径0.5～３㎝の小礫を少量含む。しまりやや弱い。粘性あり。）
第47層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を少量、径0.5～１㎝の小礫を少量含む。しまり強い。粘性強い。）
第48層：灰黄褐色土層（ローム粒を中量、白色粘土を多量、径0.5～１㎝の小礫を少量含む。しまり強い。粘性やや強い。）
第49層：暗灰黄色土層（ローム粒を中量、白色粘土を中量、黒色粘土を少量、径１～５㎝の小礫を多量含む。しまり強い。粘性やや強い。）
第50層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土を多量、黒色粘土を少量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまり強い。粘性やや強い。）
第51層：暗褐色土層（径１～２㎝のロームブロックを少量、白色粘土を少量、黒色粘土を多量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまり強い。

粘性強い。）

第52層：暗灰黄色土層（ローム粒を少量、白色粘土を中量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性強い。）
第53層：暗灰黄色土層（ローム粒を少量、白色粘土を少量、黒色粘土を多量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまり強い。粘性強い。）
第54層：暗灰黄色土層（ローム粒を少量、白色粘土を中量、黒色粘土を少量、径0.5～１㎝の小礫を中量含む。しまりやや強い。粘性やや強い。）
第55層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第56層：暗褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量、ローム粒・黒色粘土・径５㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性なし。）
第57層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、径0.5～３㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第58層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第59層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒・径0.5～３㎝の小礫を中量含む。しまり弱。粘性ややあり。）
第60層：淡黄褐色土層（砂粒・径0.5～３㎝の小礫を多量、径５㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性なし。）
第61層：暗褐色土層（砂粒・径0.5～３㎝の小礫を多量、径５～10㎝の礫を中量、ローム粒を少量含む。しまりややあり。粘性なし。）
第62層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第63層：暗褐色土層（砂粒・径0.5～１㎝の小礫を多量、ローム粒を微量含む。しまり弱。粘性なし。）
第64層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、径0.5～１㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第65層：淡黄褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
第66層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第67層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第68層：黒褐色土層（砂粒を多量、径0.5～２㎝の小礫を中量、径５㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性なし。）
第69層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第70層：暗褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫・径５～20㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性弱。）
第71層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第72層：黒褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量、径５～10㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性なし。）。
第73層：淡黄褐色土層（砂粒を多量、径0.5～２㎝の小礫・径５㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
第74層：黒褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫・径５～15㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
第75層：黄褐色土層（砂粒を多量、径0.5～２㎝の小礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
第76層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土・黒色粘土・径５～20㎝の礫を少量含む。しまりあり。粘性ややあり。）
第77層：黒褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫・径５～20㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性弱。）
第78層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第79層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第80層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第81層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第82層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、径１㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第83層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第84層：黒褐色土層（黒色粘土・砂粒・径0.5～１㎝の小礫を中量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第85層：淡黄褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫・径５㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
第86層：黒褐色土層（砂粒を多量、径0.5～１㎝の小礫を中量、黒色粘土を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第87層：暗褐色土層（砂粒を多量、ローム粒・黒色粘土・径0.5～１㎝の小礫を中量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第88層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第89層：淡黄褐色土層（砂粒を多量、径0.5～２㎝の小礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
第90層：暗褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量、径10㎝の礫を微量含む。しまり弱。粘性なし。）
第91層：暗褐色土層（砂粒を多量、径0.5～１㎝の小礫を中量、ローム粒を少量含む。しまり弱。粘性ややあり。）
第92層：黒褐色土層（砂粒を多量、径0.5～10㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性弱。）
第93層：灰黄褐色土層（ローム粒を少量、白色粘土を多量、径0.5～１㎝の小礫を中量含む。しまり強い。粘性強い。）
第94層：暗褐色土層（白色粘土を少量、径0.5～３㎝の小礫を多量、径５～10㎝の礫を中量含む。しまりやや弱い。粘性やや強い。）
第95層：淡黄褐色土層（砂粒・径0.5～３㎝の小礫を多量、ローム粒・径５～10㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性なし。）
第96層：暗灰黄色土層（白色粘土を多量、黒色粘土を少量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまりやや強い。粘性やや強い。）
第97層：黒褐色土層（白色粘土を微量、黒色粘土を少量、径0.5～３㎝の小礫を多量含む。しまりやや弱い。粘性やや弱い。）
第98層：暗灰黄色土層（白色粘土を中量、黒色粘土を少量、径0.5～３㎝の小礫を中量含む。しまりあり。粘性やや強い。）
第99層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量、白色粘土を微量含む。しまり強。粘性あり。）
第100層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量、ローム粒・径５～10㎝の礫を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第101層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量、炭化粒を微量含む。しまり強。粘性あり。）
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第102層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第103層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第104層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第105層：暗灰黄色土層（白色粘土を多量、黒色粘土を少量、径0.5～２㎝の小礫を多量含む。しまりやや強い。粘性やや強い。）
第106層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第107層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第108層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土・炭化粒を微量含む。しまり強。粘性あり。）
第109層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第110層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量、焼土を微量含む。しまり強。粘性あり。）
第111層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第112層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量、白色粘土を微量含む。しまり強。粘性あり。）
第113層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第114層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第115層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を少量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第116層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土・径１㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第117層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性ややあり。）
第118層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第119層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第120層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第121層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第122層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第123層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第124層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第125層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量、白色粘土を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第126層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第127層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第128層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、焼土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第129層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第130層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量、白色粘土・焼土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第131層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第132層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第133層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒・白色粘土を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第134層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第135層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第136層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、径0.5～１㎝の小礫を少量含む。）
第137層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第138層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第139層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量、白色粘土・径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第140層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第141層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第142層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量、白色粘土・径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第143層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第144層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第145層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量、白色粘土を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第146層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を中量含む。しまり強。粘性あり。）
第147層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまり強。粘性あり。）
第148層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土・炭化粒を微量含む。しまり強。粘性あり。）
第149層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量、白色粘土を微量含む。しまり強。粘性あり。）
第150層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第151層：暗褐色土層（径0.5～３㎝の小礫を多量、径５～15㎝の礫を中量、ローム粒・白色粘土・黒色粘土を少量含む。しまり弱。粘性やや

あり。）

第152層：暗褐色土層（白色粘土・径0.5～３㎝の小礫を中量、ローム粒・黒色粘土・径５㎝の礫を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第153層：暗褐色土層（黒色粘土・径0.5㎝の小礫を中量、ローム粒・白色粘土を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第154層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土を中量、黒色粘土・径0.5㎝の小礫を少量、径５㎝の礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第155層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第156層：淡黄褐色土層（ローム粒・白色粘土を多量、黒色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第157層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土を中量、黒色粘土を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第158層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土・黒色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第159層：暗褐色土層（ローム粒・白色粘土・黒色粘土を中量、径0.5～１㎝の小礫を少量含む。しまりややあり。粘性あり。）
第160層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第161層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を少量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第162層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第163層：暗褐色土層（径５～30㎝の礫を多量含む。しまり弱い。粘性あり。）
第164層：黒褐色土層（砂粒・径0.5～３㎝の小礫・径５～30㎝の礫を多量、ローム粒・黒色粘土を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）
第165層：淡黄褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量、径５㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性なし。）
第166層：暗褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫・径５～15㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
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＜Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′・Ｃ－Ｃ′石室後込め＞

第Ａ層：淡黄褐色土層（砂粒を多量、径0.5～２㎝の小礫を中量、径５～15㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性なし。）
第Ｂ層：黒褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量、径５～20㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性なし。）
第Ｃ層：暗褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫・径５～20㎝の礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
第Ｄ層：黒褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫・径５～15㎝の礫・暗褐色粘土中量含む。しまりややあり。粘性弱。）
第Ｅ層：淡黄褐色土層（砂粒を多量、径0.5～３㎝の小礫を中量含む。しまり弱。粘性なし。）
第Ｆ層：黒褐色土層（砂粒・径0.5～３㎝の小礫・径５～20㎝の礫を多量、暗褐色粘土を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。）

墳丘東側付基壇Ｄ－Ｄ′土層説明

第１層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、砂粒を中量、黒色粘土・径0.5～１㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性やや弱。）
第２層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土・径0.5～３㎝の小礫・径５～20㎝の礫を中量含む。しまりあり。粘性あり。）
第３層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を中量、径0.5㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第４層：黒褐色土層（径0.5～３㎝の小礫を多量、砂粒を中量、ローム粒・黒色粘土・径５～20㎝の礫を少量含む。しまりやや弱。粘性ややあり。）
第５層：暗褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土・径0.5～１㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第６層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、径0.5～１㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性あり。）
第７層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土を少量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性ややあり。）
第８層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、径0.5㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第９層：黒褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒を少量含む。しまりあり。粘性あり。）

第10層：淡黄褐色土層（ローム粒を多量、黒色粘土・砂粒・径0.5㎝の小礫を少量含む。しまりあり。粘性ややあり。）

墳丘東側付基壇Ｅ－Ｅ′土層説明

第１層：暗褐色土層（径0.5～３㎝の小礫を中量、径0.2㎝の浅間山系Ａ軽石・ローム粒・径５～10㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性ややあり。）
第２層：暗褐色土層（ローム粒・黒色粘土・径0.5～３㎝の小礫・径５～15㎝の礫を中量、径0.2㎝の浅間山系Ａ軽石・白色粘土を少量含む。

しまり弱。粘性ややあり。１号溝埋没土）。

第３層：暗褐色土層（径0.5～３㎝の小礫を多量、ローム粒を中量、白色粘土・黒色粘土・径５～10㎝の礫を少量含む。しまり弱。粘性ややあり。）
第４層：淡黄褐色土層（ローム粒を中量、黒色粘土・径0.5～３㎝の小礫を少量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第５層：淡黄褐色土層（ローム粒・黒色粘土を中量、白色粘土を微量含む。しまりあり。粘性あり。）

第６層：暗褐色土層（黒色粘土を多量、ローム粒・白色粘土を少量含む。しまりあり。粘性あり。）

第７層：黄褐色土層（ローム粒を多量、白色粘土を少量、黒色粘土・径0.5～１㎝の小礫を微量含む。しまりあり。粘性あり。）
第８層：暗褐色土層（ローム粒を少量含む。しまりあり。粘性あり。）

ｂ．葺　　石

　葺石は、墳丘外周の第１葺石と、その外側を巡る付基壇外周の第２葺石が見られる。第１葺石は、

墳丘西側の一部と東側の南東から北西にかけて見られ、南側は道路によって、北側は第１号溝跡に

よって切られている。墳丘の西側が最高84㎝、南側が最高87㎝、東側が最高110㎝まで残存してい

た。石の積み方は、比較的大きめの根石を密に並べた上に、扁平で細長い川原石の小口面を揃えて積

み上げた小口積みである。大きめの石から選んで順に積み上げているようで、上半に比べて下半の方

にやや大きめの石が多いようである。葺石の裏込めには、砂粒や礫を多く含んだ黒褐色土を多用して

いる。この第１葺石は、かなり歪みが見られ、特に墳丘の北東側と西側では、葺石の上半が外側に反

り返ってオーバーハングしている。これは、墳丘盛土の崩落によるというよりも、墳丘の東西両側だ

けに顕著に見られることから、後世のある時期に墳丘の北東から南西の向きに横方向の大きな力が加

わったためと推測され、おそらくかなり規模の大きな地震の影響によるものではないかと思われる。

ちなみに、長沖古墳群の古墳の中で、本古墳のように南北方向に近い向きに長軸をもつ両袖型の横穴

式石室では、玄室内の同じ積み方の壁面でも、本古墳と同じように南北方向の奥壁や前壁よりも東西

方向の側壁側の方に壁面の歪みが顕著に見られる傾向が認められる。

　第２葺石は、古墳北東側の付基壇の外側と南東側の調査区端に、一部その痕跡が見られるだけであ

る。いずれも、葺石最下部の根石しか残存していないため、葺石の積み方は不明である。第２葺石の

根石の配列は、北東側の残存する部分だけではあるが、やや大きめの石の狭い小口面ではなく、面の

広い側面の方を外に向けて並べているものが多いようで、第１葺石の根石の配列が石の狭い方の小口

面を揃えて比較的整然と並べられているのに対して、やや配列の仕方が雑な感じがする。
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ｃ．基壇・外周施設

　基壇は、墳丘の南側以外でその一部が残存している。残存する部分から推測すると、同心円状に墳

丘の周りを巡っていたようで、内側の基壇と外側の外周施設からなる。内側の基壇は、墳丘の西側と

東～北東側にかけてその一部が残存している。幅が150㎝～160㎝の付基壇で、高さは西側で55㎝、東

側で60㎝ほど残存している。ローム土を主体とする淡黄褐色土と、小礫や砂粒を多く含む暗褐色土に

よって盛られている。

　外側の外周施設は、墳丘の北東側～北側にかけてその痕跡が見られる。基壇のような意図的な土盛

りは明確ではなく、外周端部の葺石の痕跡も見られない。北東側外周施設の埴輪の出土レベルが、内

側の基壇外周の第２葺石の根石とほぼ同じレベルであることからすると、その端部の区画は削り出し

による段であった可能性が高い。ちなみに、この外周施設の北側には古墳に沿うような弧状の段が見

られるが、これは後世の耕作によるもので、古墳端部の区画と一致するものかは不明である。外周施

設の幅は、内側の付基壇と同程度と思われる。

　基壇とその外側の外周施設とも、埴輪が多く出土しており、中央に列状に並んで巡っていた様相が

窺える。すでに倒壊して元位置を保っていないものが多いが、いずれも円筒埴輪・朝顔形埴輪と形象

埴輪が混在して見られ、外側の外周施設には据え穴のような浅いピットが列状に並んでいる。

３　石　　室

　主体部は、石室の外側に控積みをもつ川原石積みの両袖型横穴式石室である（第12・13図）。主軸方

位は、Ｎ―12°―Ｗをとり、やや南東方向に向いて開口している。玄室から羨道部の一部までが残存

しており、羨門付近から前庭部はすでに削平されている。残存する石室の規模は、羨門の推定位置か

ら玄室奥壁の控積みまでの南北方向が最長8.30ｍ、玄室東西両側壁の控積みまでの東西方向が最大幅

5.70ｍある。高さは、玄室奥壁側の控積みで最高2.53ｍまで残存している。

ａ．天　井　石

　玄室内から天井石が３枚出土しているが、これだけでは玄室の天井を覆いきれないため、何枚かは

すでに持ち去られたものと思われる。いずれも長さ1.80ｍ～2.00ｍの板状の緑泥片岩で、一枚は奥壁

際の棺床面上から、一枚は東側の側壁に立てかけられたような状態で、一枚は玄室中央部の覆土中か

ら水平になって出土している。いずれの天井石にも、目立った加工痕は見られなかった。

　羨道部では、羨門に天井石が２枚架けられた状態で出土している。長さ130㎝～150㎝、幅30㎝～

55㎝、厚さ10㎝～15㎝の板状の緑泥片岩を使用している。羨門直上の天井石よりもその後ろの羨道の

天井石の方を石の厚さ分一段高くして、その段に閉塞板を外側から立てかけられるようにしている。

　天井石の被覆には、盗掘坑の陥没土や墳丘上層の堆積土中に白色粘土が多く見られることから、白

色粘土が主に用いられたものと思われる。

ｂ．石室控積み

　石室外側の控積みは、高さが西側で1.45ｍ、東側で1.80ｍ、北側で2.53ｍ程度残存している（第12

図）。平面形は馬蹄形を呈し、玄室壁面からの幅は、東西両側がいずれも最大1.80ｍ、北側が1.70ｍ

を測り、側壁に比べて奥壁側の幅が若干狭くなっている。羨道部壁面からの幅は、玄門で東西両側が

いずれも1.95ｍ、羨門付近で最狭1.30ｍ程度である。
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　控積みの根石は、石室壁面や葺石の根石よりも若干小さめの長さ20㎝前後の河原石を、部分的には

石の平坦面を揃えて並べている所も見られるが、全体的には石の小口面や平坦面をあまり意識せずに

馬蹄形状に並べている。その配列の仕方は、石の配列に粗密があったり、若干ずれが生じている所が

見られることなどから、端から順に並べるのではなく、平面プランの所々に目印の石を配置して、そ

の間を充填しながら並べる方法であったと思われる。

　控積みの積み方は、20㎝前後の礫状の転石を主体に、石の面を揃えないで乱石積み風に積み上げて
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第12図　石室控え積み展開図



いる。その積み上げ角度は、石室壁面の持ち送り角度と一致し、石室の壁面とほぼ平行している。石

室壁面と控積みの間の後込めは、基底面の壁面と控積みの根石の間に10㎝～20㎝のやや小形の礫状の

転石を敷き詰めた後、淡黄褐色砂礫層と黒褐色砂礫層を互層にして盤築状に充填している。本古墳

の場合、控積みの表面に、高さ60㎝～70㎝毎に水平方向に通る微妙な稜線や凹線が３段ほど見られる

（第12図→の部分）。それらの場所は、内側の石室壁面の模様石が水平方向に揃えて積まれた目地の通

る箇所（第13図→の部分）と概ね一致していることから、石室構築における石材積み上げ作業の作業単

位として捉えられるものと思われる。

ｃ．羨　道　部

　羨道部は、玄室の中心線から若干西側に曲がって設置されている。規模は、残存長が2.00ｍである

が、羨門推定位置から推測すると、羨道部の全長は2.60ｍ程度と思われる。幅は棺床面で90㎝、天井

部で64㎝あり、棺床面から天井部の高さは90㎝～95㎝を測る。

　壁面は、玄室と同じく大形の根石の上に扁平で棒状の片岩系川原石を「二列交互重ね積み」の手法

で積み上げ、要所要所に「模様石」（増田・小久保1977）・「親材」（田中1989）・「核石」（増田1996）な

どと呼ばれるやや大形の転石を配した「模様積み」で、天井に向かって徐々に狭くなるように持ち

送っている。羨道部壁面の模様石は、玄室壁面の模様石に比べてやや小形の石を用いている。

　床面は、玄室の棺床面よりも15㎝ほど高く、淡黄褐色の砂礫土を敷いた上に、長さ20㎝前後のやや

大きめの河原石を地山底面から30㎝程度の高さまで敷き重ねて平坦面を作り出している。玄室との境

は、玄門に長さ30㎝・幅15㎝・厚さ10㎝程度の角状の転石を、小口面を揃えて並べて段にしている。

　羨道部の閉塞は、玄門の天井石の南側に長さ80㎝・幅20㎝～30㎝・厚さ５㎝の板状の緑泥片岩２枚

と結晶片岩２枚の計４枚（前３枚・後１枚）の閉塞板を、天井石の段に立てかけて並べて密閉し、そ

の外側から羨門の間に、長さ20㎝～30㎝のやや大形の角状の転石を多数詰め込んで閉塞している。な

お、玄門の密閉に使用した閉塞板の２枚の結晶片岩は、同一の板石を割って２枚にしたものである。

ｄ．玄　　　室

　平面形は、両袖型の長方形に近い形態を呈している。規模は、玄門から奥壁までの長さが4.00ｍ、

幅は奥壁側2.00ｍ、中央部2.10ｍ、玄門側1.66ｍを測る。東西両側壁では、西側壁が直線的であるの

に対して、東側壁は若干湾曲ぎみであるが、根石を配列するための帯状の掘り方（第15図）は、両方と

も直線的な形態であることから、石室の平面形態に対する胴張りの意識はあまり高くないと思われる。

　玄門は、長さ120㎝～130㎝・幅40㎝～50㎝・厚さ10㎝前後の板状の緑泥片岩を、東西両側とも立て

て門柱石にしている。規模は、高さが73㎝、幅は天井部で65㎝・床面で83㎝ある。玄室棺床面と羨道

部床面は、玄門で段差によって区切られている。

　壁面は、東側壁が最高162㎝、西側壁が最高187㎝、前壁が最高42㎝、奥壁が最高190㎝ほど残存し

ているが、奥壁以外は壁面の崩落が著しく、遺存状態はあまり良好とはいえない。東西両側壁・前

壁・奥壁とも扁平で棒状の片岩系川原石を「二列交互重ね積み」の手法で水平に積み上げ、本古墳で

は天井石や門柱石に次ぐ大きさの石材である角状の転石を要所要所に配した「模様積み」で、前壁以

外はいずれの壁面も天井に向かって徐々に狭くなるように、緩やかな傾斜で持ち送っている。

　棺床面は、ほぼ水平の地山底面に暗褐色の砂礫土を敷いた上に、長さ10㎝～15㎝のあまり大きくな

い扁平の川原石を、地山底面から玄門側と奥壁側で15㎝程度、中央部で20㎝程度の高さまで敷き重ね
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て、水平な平坦面を作り出している。

ｅ．掘　り　方

　石室の掘り方は、羨道部と玄室の壁面の根石の下の部分に、浅い直線的な帯状の掘り込みが見られ

る（第15図）。規模は、羨道部で幅35㎝～40㎝、玄室側で幅45㎝～70㎝、深さ10㎝～15㎝程度を測り、

玄室側に比べて羨道部側の掘り方の幅がやや狭くなっている。玄室側の掘り方の平面形態は、ほぼ長
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方形を呈している。この帯状の掘り方は、長沖古墳群の両袖型横穴式石室を持つ古墳に多く見られる

もので、その性格は石室壁面の根石の沈下を防ぐとともに「根石の配置や角度を調節するためのズリ

石を入れるためのもの」（恋河内2011）と考えられる。

　墳丘下の古墳時代当時の地表面には、本古墳南側の長沖古墳群の他の古墳では、いわゆる「漆黒の
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黒色土」（鈴木2007）と言われるような腐植土主体の黒色土が多く見られる。本古墳の場所は、やや茶

色がかった暗褐色土で色調がやや異なるが、他の古墳の地山に見られる黒色土と同じように、耕作等

によって撹拌されたような土ではなく、また地表面にも畠の畝のような具体的な耕作などの土地利用

の痕跡は見られない。本古墳の石室下の地表面には、足跡のような細かな凹凸が多数見られる。これ

らは、棺床面の川原石の下に敷いた砂礫等の圧痕もあるが、多くは石室構築時の作業によってついた

ものと思われる。

４　出土遺物

　本古墳から出土した遺物には、横穴式石室の玄室内から出土した人骨と思われる骨や歯の破片と武

器や装身具等の副葬品（第17～21図）、墳丘の墳頂部や基壇上から出土した埴輪（第23～33図）などがあ

る。これらは主体とする時期が異なり、前者の石室内から出土した副葬品の多くは７世紀前半頃の追

葬に伴うもので、後者の墳丘上に樹立されていた埴輪は６世紀後葉の古墳の築造に伴うものと考えら

れる。この他には、表土層や第１号溝跡から中世以降の遺物が少量出土している（第34図）。

ａ．石室内出土遺物

　人骨と思われる骨の破片は、玄室内で散乱した状態で出土している。それらは、圧潰したものや小

片になったものがほとんどであるため、盗掘で荒らされた時に撹拌され、元位置からかなり動いたも

のが多いのではないかと思われる。体の部位が分かるようなものは、見られなかった。歯は、少数で

はあるが、玄室中央部西側寄りの装身具の玉類が多数まとまって出土した付近に集中しており、おそ

らくその装身具を身に着けて埋葬された人物のものと考えられる。

　副葬品は、盗掘によってすでに大形品など主要なものは持ち去られていると考えられ、主に武器や

装身具の小形品の一部と須恵器が２点残存していただけである。

　武器は、直刀・刀装具・刀子・弓金具・鉄鏃などが見られる（第17～18図）。

　直刀は、第17図№２の目釘穴のある茎部の破片１片だけで、北東側コーナー部の壁際付近から複数

に細かく割れた状態で出土している。身の部分は、破片すら見られないことから、すでに盗掘時に持

ち去られたものと思われる。

　刀装具は、第17図№６の柄尻金具だけで、南東側コーナー部近くの壁際の棺床面から出土してい

る。第17図№３の板状の鉄片も、柄尻金具の一部と思われ、中央部の棺床面から出土している。

　刀子は、第17図№７の１振だけで、複数の小片になって玄門付近の棺床面から出土している。刃部

から茎部にかけての破片で、その境には銅製の鎺が巻かれ、茎部には柄の木質が付着している。

　弓金具は、第17図№４と№５の２個がある。いずれも、鉄鏃が集中する北東側コーナー部の壁際か

ら出土しており、鉄鏃と関係性の強い遺物と言える。

　鉄鏃は、ほとんどが長頸鏃と考えられるが、完形品は少なく、その大半は破片である。鏃身は、片

刃式・端刃式・鑿箭式・三角式の４形態が見られる。片刃式は、第17図№９の１本だけで、平造りの

片刃の下端に関をもつ形態である。端刃式は、第17図№10～№17の８本がある。平造りか切刃造りの

刃先は、直線ぎみなものと丸みを帯びて湾曲するものがある。鑿箭式は、第17図№11ｂと第17図№18

～第18図№26の10本がある。いずれも片丸造りで、鏃身の下端に関を持たない形態であるが、大きさ

はまちまである。三角式は、№27の１本だけである。鏃身が比較的小さいもので、平造りの身の両側
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に逆刺を持っている。柄（頸～茎）部の関の形態が分かるものは、全て棘状関である。頸部と茎部の断

面の形態は、長方形が多いが、少数ながら方形ぎみのものも見られる。出土した鉄鏃の主体をなす平

造りか切刃造りの端刃式と片丸造りの鑿箭式は、その形態から見て７世紀前半頃の追葬に伴うものと

思われる。

　装身具は、耳環と玉類が残存している。

　耳環は、中実式で銅地銀貼り製の第17図№１の１点だけで、中央部西側寄りの棺床面から、多数の

玉とともに出土している。おそらくは、玉類の装身具とともに被葬者が身に着けていたものと思われ
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第16図　石室内遺物出土位置図
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第17図　石室内出土金属製品（１）
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第18図　石室内出土金属製品（２）
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石室内出土金属製品観察表

１ 耳 環 Ａ．直径2.7×2.5、厚さ0.9、重さ18ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．中実式銀貼り。Ｄ．銅製。Ｆ．完形。Ｇ．銅地銀貼り。Ｈ．中央部
棺床面。

２ 刀 Ａ．残存長8.5、残存幅1.8、厚さ1.0、重さ22ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部1/2。Ｇ．目釘穴あり。Ｈ．北東側コー
ナー部棺床面。

３ 刀 装 具？ Ａ．残存長2.7、残存幅2.2、厚さ0.1、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。鉄板を巻いて筒状にしたものの一部と思われる。Ｄ．鉄
製。Ｆ．尻金具の破片？。Ｈ．中央部棺床面。

４ 弓 金 具 Ａ．長さ2.8、幅0.5、重さ２ｇ。Ｂ．鍛造。筒状の金具の両端に円頭状の金具を差し込む。Ｄ．鉄製。Ｆ．ほぼ完形。
Ｈ．北東側コーナー部棺床面。

５ 弓 金 具 Ａ．長さ2.6、幅0.4、重さ２ｇ。Ｂ．鍛造。筒状の金具の両端に円頭状の金具を差し込む。Ｄ．鉄製。Ｆ．ほぼ完形。
Ｈ．北東側コーナー部棺床面。

６ 柄 尻 金 具 Ａ．長さ4.2、最大幅3.3、厚さ2.0、重さ33ｇ。Ｂ．鍛造。鉄板を巻いて筒状にし、端部に楕円形の鉄板をはめ込む。
Ｄ．鉄製。Ｆ．完形。Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

７ 刀 子 Ａ．残存長8.4、刃部幅1.2、厚さ0.4、重さ12ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．身－鉄製、鎺－銅製。Ｆ．刃部のみ。Ｇ．茎部には柄の
木質が残り、刃部との境には銅製の鎺が巻いてある。Ｈ．北東側コーナー部棺床面。

８ 吊 金 具 Ａ．残存長9.4、残存幅2.2、重さ18ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ .2/3。Ｈ．中央部西側壁際棺床面。

９ 鏃 Ａ．残存長14.2（鏃身～頸部12.1、茎部2.1）、厚さ0.2、重さ９ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎端部欠損。
Ｇ．片刃式。Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

10 鏃 Ａ．長さ16.4（鏃身～頸部11.3、茎部5.1）、厚さ0.25、重さ11ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造りか切刃造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．完
形。Ｇ．端刃式。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

11ａ 鏃 Ａ．残存長14.3（鏃身～頸部12.7、茎部1.6）、厚さ0.3、重さ15ｇ（11ｂを含む）。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造りか切刃造り。Ｄ．
鉄製。Ｆ．茎端部欠損。Ｇ．端刃式。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

11ｂ 鏃 Ａ．残存長5.3、厚さ0.3、重さ15ｇ（11ａを含む）。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸式。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸～茎部欠損。Ｇ．鑿箭式。
Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

12 鏃 Ａ．残存長11.8、幅0.6、厚さ0.3、重さ８ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造りか切刃造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部欠損。Ｇ．端刃式。
Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

13 鏃 Ａ．残存長8.1、幅0.6、厚さ0.2～0.4、重さ５ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造りか切刃造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部欠損。Ｇ．端刃
式。Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

14 鏃 Ａ．残存長2.4、幅0.9、厚さ0.2、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造りか切刃造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．鏃身のみ。Ｇ．端刃式。
Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

15 鏃 Ａ．残存長3.9、幅0.8、厚さ0.2、重さ２ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造りか切刃造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部以下欠損。Ｇ．端刃
鏃。Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

16 鏃 Ａ．残存長5.0、幅0.9、厚さ0.2、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造りか切刃造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部以下欠損。Ｇ．端刃
鏃。Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

17 鏃 Ａ．残存長5.9、幅0.9、厚さ0.2、重さ４ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造りか切刃造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部以下欠損。Ｇ．端刃
鏃。Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

18 鏃 Ａ．残存長7.1、厚さ0.3、重さ５ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部欠損。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．北側壁際棺床
面。

19 鏃 Ａ．残存長4.1、幅0.9、厚さ0.4、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．鏃身のみ。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．北東側
コーナー部棺床面。

20 鏃 Ａ．残存長4.5、幅0.8、厚さ0.3、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．鏃身のみ。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．北東側
コーナー部棺床面。

21 鏃 Ａ．残存長4.4、幅1.1、厚さ0.25、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．鏃身のみ。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．北側壁
際棺床面。

22 鏃 Ａ．残存長16.4（鏃身～頸部13.7、茎部2.7）、厚さ0.25～0.35、重さ16ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎端部
欠損。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

23 鏃 Ａ．残存長10.2、厚さ0.6、重さ９ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部欠損。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．北東側コー
ナー部棺床面。

24 鏃 Ａ．残存長4.5、幅0.8、厚さ0.2、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．鏃身～頸部。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．北側
壁際棺床面。

25 鏃 Ａ．残存長4.4、幅0.7、厚さ0.4、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．鏃身～頸部。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．北東
側コーナー部壁際棺床面。

26 鏃 Ａ．残存長1.7、幅0.8、厚さ0.3、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．片丸造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．鏃身のみ。Ｇ．鑿箭式。Ｈ．中央部
東側壁際棺床面。

27 鏃 Ａ．残存長5.8（鏃身1.3）、厚さ0.35、重さ５ｇ。Ｂ．鍛造。Ｃ．平造り。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部欠損。Ｇ．三角鏃。Ｈ．中央部
東側壁際棺床面。

28 鏃 Ａ．残存長3.4、幅0.6、厚さ0.45、重さ２ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部のみ。Ｈ．南東側コーナー部壁際棺床面。

29 鏃 Ａ．残存長2.8、幅0.5、厚さ0.3、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部のみ。Ｈ．北側壁際棺床面。

30 鏃 Ａ．残存長4.2、幅0.5、厚さ0.5、重さ４ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部のみ。Ｈ．北側壁際棺床面。

31 鏃 Ａ．残存長5.1、幅0.6、厚さ0.45、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部のみ。Ｈ．北東側コーナー部棺床面。

32 鏃 Ａ．残存長3.4、幅0.7、厚さ0.4、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部のみ。Ｈ．北東側コーナー部壁際棺床面。

33 鏃 Ａ．残存長6.6、幅0.7、厚さ0.3、重さ５ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部のみ。Ｈ．南東側コーナー部壁際棺床面。

34 鏃 Ａ．残存長4.6、幅0.5、厚さ0.25、重さ３ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部のみ。Ｈ．南東側コーナー部壁際棺床面。

35 鏃 Ａ．残存長8.0、幅0.65、厚さ0.3、重さ６ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部～茎部のみ。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

36 鏃 Ａ．残存長8.9、幅0.5、厚さ0.35、重さ６ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部～茎部のみ。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

37 鏃 Ａ．残存長7.2（茎部4.9）、厚さ0.3、重さ４ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部～茎部のみ。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

38 鏃 Ａ．残存長8.3、幅0.6、厚さ0.3、重さ４ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部～茎部。Ｈ．南東側コーナー部壁際棺床面。



るが、対になるもう一つの耳環は、すでに持ち去られたのであろう。

　玉類は、石製とガラス製のものがあり、全部で342個以上が出土している（第19・20図）。出土場所

は、主に玄室内の中央部西側寄り、玄門付近、北東側コーナー部の３箇所で、中央部西側寄りでは多

数密集した状態で、玄門付近と東側コーナー部では、まとまらずに散在した状態で出土している。

　石製の玉類は、管玉１個、切子玉２個、丸玉４個があり（第19図№１～７）、すべて玄室中央部西側

寄りの棺床面上から多数のガラス玉と混在して出土している。管玉（第19図№１）は、濃緑色の凝灰性

硬質頁岩製で、高さ2.0㎝、最大径0.74㎝、重さ1.9ｇあり、片面側から穿孔が施されている。切子玉

（第19図№２・３）は、いずれも水晶製で片面側から穿孔が施されている。大きさや形態に差があり、

大きい方は高さ1.83㎝、最大径1.25㎝、重さ3.2ｇで、側面が上下６面ずつの12面カット、小さい方

は高さ1.29㎝、最大径1.05㎝、重さ1.8ｇで、側面が上下７面ずつの14面カットである。丸玉（第19図

№４～７）は、高さ8.3㎝～9.7㎝、最大径1.06㎝～1.24㎝、重さ1.1ｇ～1.9ｇ程度の薄緑色の蛇紋岩製

で、表面の研磨や穿孔は丁寧である。

　ガラス製の玉は、トンボ玉１個、重層玉３個、丸玉９個、小玉319個以上がある（第19図№８～

339）。トンボ玉（第19図№８）は、高さ0.93㎝、最大径1.39㎝、重さ2.2ｇの大きさで、濃紺色をしてお

り、側面に水色と黄色のガラスを小さな円形の文様として貼り付けている。重層玉（第20図№340～342）

は、連珠状に繋がっていたものを１個ずつに切り離して作られている。内部は二重構造で、いずれも

銀箔の挟み込みが推察され、色調は黄褐色の透明をしている（付編参照）。田村朋美氏の御教示によれ

ば、この重層玉はガラスの化学組成からみて、西アジアのササン朝ペルシャ領域内で生産された可能

性が高いと考えられている。丸玉（第19図№９～17）は、高さ0.90㎝～1.00㎝、最大径1.25㎝～1.38㎝、重

さ1.8ｇ～2.5ｇ程度の大きさで、穿孔が施された上下面の平坦面が比較的小さい形態のものである。風

化して白色化したものもあるが、他はいずれも若干緑がかった黒色ぎみの色調をしており、他の玉類

とは色調が異なっている。小玉（第19図№18～339）は、実測可能なものは319個であるが、この他に圧潰

して小破片になったものも多数ある。大きさは、最大径1.0㎝～0.2㎝、高さ0.9㎝～0.2㎝まで様々で、

形態も扁平のものからやや縦長のものまで多様であるが、直径0.4㎝以下の扁平な形態のものが圧倒的

に多い。色調は、濃紺色が最も多く、この他に黄色（第19図№46・48～54・56・57・65～67・77・78・

295・322・324・325）・マリンブルー（第19図№323）・淡緑色（第19図№64）なども少量見られる。
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39 鏃 Ａ．残存長10.5（茎部長3.5）、幅0.7、厚さ0.4、重さ９ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部～茎部。Ｈ．北東側コーナー部
棺床面。

40 鏃 Ａ．残存長6.1、幅0.5、厚さ0.3、重さ４ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部～茎部。Ｈ．南東側コーナー部壁際棺床面。

41 鏃 Ａ．残存長4.1、幅0.5、厚さ0.5、重さ５ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部～茎部。Ｈ．北東側コーナー部棺床面。

42 鏃 Ａ．残存長5.4（茎部長4.8）、厚さ0.4、重さ２ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部のみ。Ｈ．北東側コーナー部棺床面。

43 鏃 Ａ．残存長4.4（茎部長3.9）、厚さ0.6、重さ２ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部のみ。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

44 鏃 Ａ．残存長2.0、幅0.6、厚さ0.35、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．頸部～茎部。Ｈ．南東側コーナー部壁際棺床面。

45 鏃 Ａ．残存長2.5、幅0.7、厚さ0.5、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎端部のみ。Ｈ．北側壁際棺床面。

46 鏃 Ａ．残存長3.4（茎部長2.7）、厚さ0.3、重さ２ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部のみ。Ｈ．北側壁際棺床面。

47 鏃 Ａ．残存長3.8、幅0.8、厚さ0.3、重さ２ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部のみ。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

48 鏃 Ａ．残存長3.1、幅0.6、厚さ0.5、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎端部のみ。Ｈ．北東側コーナー部壁際棺床面。

49 鏃 Ａ．残存長2.9、厚さ0.2、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎部のみ。Ｈ．南東側コーナー部棺床面。

50 鏃 Ａ．残存長3.0、幅0.7、厚さ0.3、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎端部のみ。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

51 鏃 Ａ．残存長2.9、幅0.3、厚さ0.3、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎端部のみ。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。

52 鏃 Ａ．残存長2.8、幅0.6、厚さ0.4、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎端部のみ。Ｈ．北東側コーナー部棺床面。

53 鏃 Ａ．残存長2.5、幅0.4、厚さ0.35、重さ１ｇ。Ｂ．鍛造。Ｄ．鉄製。Ｆ．茎端部のみ。Ｈ．中央部東側壁際棺床面。



　須恵器（第21図）は、石室の玄室内からほぼ完形の長頸壺と横瓶が１個体ずつ出土している。長頸壺

は、在地産で玄門東側の南東側コーナー部から横転した状態で出土している。横瓶は、湖西窯産で玄

門西側の南西側コーナー部から正位の状態で出土している。時期は、いずれも６世紀末～７世紀前半
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第19図　石室内出土玉類



頃のもので、石室内の出土位置から

見て、追葬の儀式等に関係して置か

れたのではないかと思われる。

ｂ．墳丘出土遺物

　古墳の墳頂部撹乱内、基壇上及びその外側の外周施設、北側と東側の墳丘崩落土などから、埴輪の

破片が多数出土している（第23～33図）。埴輪は、円筒埴輪や朝顔形埴輪と形象埴輪があるが、いずれ

もその全容が分かるものはなく、底部や基台部だけ残存しているものが比較的多い。

　円筒埴輪は、段構成がある程度判断できるものでは、４段以上と思われるものが複数見られる（第

23図№２・11、第25図№25）。これらは、口縁部に向かって緩やかに傾斜して開く形態が主体である

が、胴部が垂直ぎみに立つ形態のもの（第23図№２・５・10）も少数見られる。透孔はいずれも円形

で、突帯の断面形態は低い台形や三角形である。線刻は、口縁部内面にやや長めの弧線状に複数線施

されたもの（第23図№３・４・５）と、外面に楕円状に施されたもの（第25図№31）がある。

　朝顔形埴輪は、口縁部の形状が、頸部から口縁部まで直線的に一気に成形し、外面やや下部に突帯

を貼り付けて、二重口縁に見せかけるものである。段構成が判断できるものでは、胴部が３段のもの

がある（第27図№45）。透孔はいずれも円形で、突帯の断面形態は台形が多い。線刻は、肩部外面に楕

円状に施されたもの（第27図№44）がある。

　形象埴輪（第28図№50～第33図№102）は、その種類が分かるものでは家形埴輪・馬形埴輪・人物埴

輪があるが、いずれも破片のためその形状はほとんどわからない。家形埴輪は、分かるものでは屋根

部や基台部の破片がある。これらの破片は、墳頂部の撹乱等から出土したものが多く、家形埴輪は墳

頂部に配置されていた可能性が高いと思われる。馬形埴輪は、頭部から胴部の小破片が少数見られる

（第31図№72～82）。また、小孔を伴う大形脚部の破片（第30図№57・58）が、東側の基壇上から出土し

ており、そこに１体樹立されていたと考えられる。人物埴輪は、分かるものでは頭部（第31図№60・

61）、腕（第31図№62・63）、脚（第31図№66）、衣服裾（第31図№64・65、67～71）などの小破片があり、

墳頂部の撹乱内や南東側墳丘下から多く出土している。
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第20図　石室内出土重層ガラス玉 第21図　石室内出土須恵器

石室内出土須恵器観察表

１
須 恵 器
長 頸 壺

Ａ．口縁部径（9.6）、器高20.3。Ｂ．粘土紐積み上げ後ロクロ成形。Ｃ．外面回転ナデの後、胴部下半手持ち箆ケズリ。
内面回転ナデ。Ｄ．黒色粒、白色粒。Ｅ．内外－暗灰色。Ｆ．ほぼ完形。Ｇ．胴部外面上半に降灰による薄い自然釉がか
かる。在地産。Ｈ．棺床面。

２
須 恵 器
横 瓶

Ａ．口縁部径8.2、器高18.4、底部径9.0。Ｂ．粘土紐積み上げ後ロクロ成形。胴部天井を粘土円盤で閉塞後、頸部貼り
付け。Ｃ．口縁部内外面回転ナデ。胴部外面回転ナデの後、下半回転箆ケズリ。内面回転ナデ。Ｄ．白色粒、石英粒、
雲母粒。Ｅ．内外－暗白色。Ｆ．完形。Ｇ．外面上半にオリーブ色の薄い自然釉がかかる。湖西産。Ｈ．棺床面。

340 341 342
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第22図　墳丘施設埴輪等出土位置図

墳丘出土埴輪観察表

１ 円 筒 埴 輪
Ａ．１段高20.1、２段高12.3、底部径（13.2）。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、１段下端ケズリ。内
面ハケ後上半ナデ、１段下端ケズリ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．内外－赤褐色。Ｆ．１段～３段下位。
Ｇ．２段に透孔。Ｈ．墳頂部撹乱内No２と並んで出土。

２ 円 筒 埴 輪
Ａ．１段高17.7、２段高13.0、底部径16.1。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．内外面ハケ。突帯ヨコナデ。Ｄ．
角閃石・白色粒。Ｅ．内外－にぶい赤褐色。Ｆ．１段～３段下位。Ｇ．２・３段に透孔。Ｈ．墳頂部撹乱内No１と並ん
で出土。

３ 円 筒 埴 輪
Ａ．口縁部径22.0、３段高10.5。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．口縁部ヨコナデ。外面ハケ、内面ハケの後
下半ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石安山岩・チャート。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．２段～口縁部1/3。Ｇ．内面３段に
線刻あり。Ｈ．北東側基壇。

４ 円 筒 埴 輪
Ａ．口縁部径21.8、３段高8.8。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．口縁部ヨコナデ。外面ハケ、内面ヘラナデ。
突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．内外－にぶい橙褐色。Ｆ．２段中位～口縁部1/2。Ｇ．内面３段に線刻あり。
Ｈ．北側外周施設。

５ 円 筒 埴 輪
Ａ．口縁部径15.8、３段高12.4。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．口縁部ヨコナデ。外面ハケ、内面ハケの後
下半ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．２段～口縁部2/3。Ｇ．内面３段に線刻あ
り。Ｈ．北側外周施設。

６ 円 筒 埴 輪
Ａ．１段高14.0、底部径13.3。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ。内面ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃
石安山岩。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．1段～２段下位1/2。Ｇ．外面摩耗顕著。Ｈ．北東側基壇。

７ 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高16.0、底部径（12.0）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面タテハケ。内面ハケ後ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内
外－明赤色。Ｆ．１段1/3。Ｇ．外面の摩耗著しい。Ｈ．北東側基壇。

８ 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高14.7、底部径14.1。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。底面に棒状圧痕。Ｄ．角閃石安山岩。
Ｅ．内外－にぶい褐色。Ｆ．１段1/2。Ｈ．試掘Tr３。

９ 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高5.8、底部径13.2。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ナデの後下端ケズリ。Ｄ．白色粒・黒色粒・
チャート。Ｅ．内外－にぶい褐色。Ｆ．１段下位1/2。Ｈ．西側基壇。
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第23図　出土埴輪（１）
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第24図　出土埴輪（２）
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第25図　出土埴輪（３）
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第26図　出土埴輪（４）
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第27図　出土埴輪（５）
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第28図　出土埴輪（６）
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第29図　出土埴輪（７）
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第30図　出土埴輪（８）
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第31図　出土埴輪（９）
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第32図　出土埴輪（10）
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第33図　出土埴輪（11）



10 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高14.9、底部径16.5。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．白色粒・黒色粒・チャート。Ｅ．内
外－褐色。Ｆ．１段1/5。Ｈ．北東側基壇。

11 円 筒 埴 輪
Ａ．１段高12.8、２段高13.1、３段高13.1、底部径12.5。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケ
の後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－にぶい橙色。Ｆ．１段～４段下位3/4。Ｇ．２・３段に透孔。
Ｈ．北東側外周施設。

12 円 筒 埴 輪
Ａ．１段高6.8、底部径16.4。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－明赤褐色。
Ｆ．１段～２段1/3。Ｇ．低位置突帯。Ｈ．東側基壇。

13 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高10.2、底部径14.9。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ヘラナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外
－明赤褐色、内－にぶい赤褐色。Ｆ．１段3/4。Ｈ．北東側基壇。

14 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高9.3、底部径（15.9）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ヘラナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．内外－に
ぶい橙色。Ｆ．１段1/3。Ｈ．北東側外周施設。

15 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高9.2、底部径（14.0）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内
外－橙色。Ｆ．１段片。Ｈ．北東側基壇。

16 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高9.4、底部径（14.3）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．片岩・粗粒チャート。Ｅ．内外－明
赤褐色。Ｆ．１段1/4。Ｇ．外面摩耗顕著。Ｈ．西側基壇。

17 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高5.5、底部径（13.1）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内
外－にぶい赤褐色。Ｆ．１段下位1/3。Ｈ．北東側基壇。

18 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高7.9。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．口
縁部片。Ｈ．北側外周施設。

19 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高16.7。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．口縁部ヨコナデ。内外面ハケ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒。Ｅ．内外－赤褐色。Ｆ．２・３段片。Ｈ．北東側基壇。

20 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高16.7。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．口縁部ヨコナデ。内外面ハケ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒。Ｅ．内外－赤褐色。Ｆ．２・３段片。Ｈ．北東側基壇。

21 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高9.6。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後下位ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃
石・白色粒。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．口縁部片。Ｈ．北東側外周施設。

22 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高7.9。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後下位ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内外
－橙色。Ｆ．口縁部片。Ｈ．北東側基壇。

23 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高13.2。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．内外面ハケ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－
赤褐色。Ｆ．胴部片。Ｈ．北側墳丘下基壇。

24 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高15.4。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒・チャート。Ｅ．内外－赤褐色。Ｆ．胴部片。Ｈ．墳丘東側。

25 円 筒 埴 輪
Ａ．３段高14.0。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後下半ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．白色
粒・黒色粒・チャート。Ｅ．内外－赤褐色。Ｆ．２～４段片。Ｇ．２・３段に透孔。Ｈ．北東側外周施設。

26 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高8.6。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・
チャート。Ｅ．内外－明褐色。Ｆ．胴部片。Ｈ．北側外周施設。

27 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高12.6。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。
Ｅ．内外－にぶい褐色。Ｆ．胴部片。Ｈ．試掘Tr３。

28 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高9.5。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．胴部片。Ｈ．北側外周施設。

29 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高10.9。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒・チャート。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．胴部片。Ｈ．北東側第１基壇。

30 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高13.3。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．胴部片。Ｈ．北東側外周施設。

31 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高6.4。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．内外面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－にぶい赤褐色。Ｆ．胴部片。Ｇ．外
面に線刻あり。Ｈ．北東側基壇。

32 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高13.1。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．白色粒・
黒色粒・チャート。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．胴部片。Ｈ．墳丘下。

33 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高10.1。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒・チャート。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．胴部片。Ｈ．北側外周施設。

34 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高8.7。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．内外面ハケ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．内外－
明赤褐色。Ｆ．胴部片。Ｈ．北東側基壇。

35 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高8.0。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒・チャート。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．胴部片。Ｇ．小透孔あり。Ｈ．北側外周施設。

36 （円 筒 埴 輪）
Ａ．残存高8.8。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ヘラナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．胴部
片？。Ｇ．馬形埴輪の脚部の可能性もあり。Ｈ．北側外周施設。

37 円 筒 埴 輪
Ａ．残存高8.7。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．胴部
片。Ｈ．北側外周施設。

38 朝顔形埴輪
Ａ．残存高14.3。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．内外面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．口縁部片。Ｈ．墳
頂部。

39 朝顔形埴輪
Ａ．残存高7.5。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．口縁部ヨコナデ。内外面ハケ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．外－橙色、内－にぶ
い橙色。Ｆ．口縁部片。Ｈ．北東側外周施設。

40 朝顔形埴輪
Ａ．残存高14.9。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．片岩・黒色粒・チャート。Ｅ．内外－赤
褐色。Ｆ．口縁部片。Ｈ．北側外周施設。

41 朝顔形埴輪
Ａ．残存高11.0。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．口縁部ヨコナデ。内外面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒。Ｅ．内外－に
ぶい赤褐色。Ｆ．口縁部片。Ｈ . 石室撹乱土。
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42 朝顔形埴輪
Ａ．残存高7.0。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．口縁部ヨコナデ。内外面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－にぶい赤褐色。
Ｆ．口縁部片。Ｈ．墳頂部。

43 朝顔形埴輪
Ａ．残存高7.3。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－にぶい橙色。
Ｆ．口縁部片。Ｈ．北東側外周施設。

44 朝顔形埴輪
Ａ．口縁部径（41.3）、３段高8.8、４段高6.3、５段高18.4。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面タテハケ、３
段のみヨコハケ。内面ハケの後下半ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石安山岩・チャート。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．２
段中位～口縁部2/3。Ｇ．外面３段に線刻あり。Ｈ．北側外周施設。

45 朝顔形埴輪
Ａ．１段高16.9、２段高11.9、３段高10.3、底部径（17.0）。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハ
ケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．片岩・黒色粒・チャート。Ｅ．内外－にぶい赤褐色。Ｆ．１段～４段下位1/2。Ｈ．北
東側基壇。

46 朝顔形埴輪
Ａ．残存高14.0。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ナデの後ハケ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石安
山岩。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．５段片。Ｈ．墳頂部。

47 朝顔形埴輪
Ａ．残存高7.0。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ナデの後ハケ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石・
白色粒。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．４・５段片。Ｈ．北側外周施設。

48 朝顔形埴輪
Ａ．残存高12.6。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石安
山岩。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．２・３段片。Ｈ．北側外周施設。

49 朝顔形埴輪
Ａ．残存高7.1。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ナデの後ハケ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石安
山岩。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．３・４段片。Ｈ．北側外周施設。

50 家 形 埴 輪
Ａ．残存高27.6。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．内外面ハケ。下端突帯内外面ヨコナデ。Ｄ．白色粒・黒色
粒・チャート。Ｅ．外－灰褐色、内－にぶい褐色。Ｆ．壁体部1/2。Ｇ．平側の前後面に方形窓、妻側に円形透孔。Ｈ．
墳頂部石室撹乱土内。

51 （家 形 埴 輪）
Ａ．残存高24.8。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。内面に補強粘土を貼付。Ｃ．外面ハケの後下端突帯ヨコナデ。
内面ハケの後ヘラナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．壁体部1/3。Ｇ．妻側下方に円形透孔。
双脚人物埴輪基台部の可能性もあり。Ｈ．墳頂部石室撹乱土内。

52 形 象 埴 輪
Ａ．残存23.2、底部径（14.5）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－
赤褐色。Ｆ．基台部もしくは馬形埴輪脚部下半1/3。Ｈ．北東側基壇。

53 形 象 埴 輪
Ａ．残存高21.8、底部径11.4。Ｂ．粘土紐積み上げ。基部は粘土板成形。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石
安山岩。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．基台部もしくは馬形埴輪脚部下半。Ｈ．北東側基壇。

54 形 象 埴 輪
Ａ．残存高33.4、底部径14.2。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。突帯ヨコナ
デ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－橙色、内－明赤褐色。Ｆ．基台部4/5。Ｇ．突帯上側に透孔。Ｈ．北側外周施設。

55 形 象 埴 輪
Ａ．残存高27.1、底部径13.8。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。基部は粘土板成形。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後
上半ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－にぶい橙色。Ｆ．基台部4/5。Ｇ．突帯上側に透孔。Ｈ．北東側
外周施設。

56 （形 象 埴 輪）
Ａ．１段高18.4、残存高21.3、底部径10.9。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。Ｃ．外面ハケの後１段下半板押圧によ
る底部調整。内面ナデ。突帯ヨコナデ。Ｄ．片岩・黒色粒・チャート。Ｅ．内外－にぶい赤褐色。Ｆ．基台部か。Ｇ．突
帯上側に透孔。Ｈ．北側外周施設。

57 馬 形 埴 輪
Ａ．残存高40.7、底部径（12.2）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャー
ト。Ｅ．外－にぶい黄褐色、内－赤褐色。Ｆ．脚部。Ｇ．下側に小孔。Ｈ．東側基壇。

58 馬 形 埴 輪
Ａ．残存高25.4、底部径（13.5）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャー
ト。Ｅ．内外－赤褐色。Ｆ．脚部下半。Ｇ．下側に小孔。Ｈ．東側基壇。

59 （馬 形 埴 輪）
Ａ．残存高8.4、底部径（12.0）。Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．外面ハケ。内面ハケの後ヘラナデ、下端ケズリ。Ｄ．角閃
石・白色粒・チャート。Ｅ．内外－にぶい赤褐色。Ｆ．脚部下位1/3。Ｈ．北東側基壇。

60 人 物 埴 輪
Ａ．長さ6.7。Ｂ．中実造り。Ｃ．外面ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．にぶい赤褐色。Ｆ．上げ美豆良。Ｈ．南
東側墳丘下。

61 人 物 埴 輪
Ａ．残存長4.6。Ｂ．中実造り。Ｃ．ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．橙色。Ｆ．鼻部分で目・口の切れ込みが
一部残る。Ｈ．墳丘東側。

62 人 物 埴 輪 Ｂ．中実造り。Ｃ．ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．腕部。Ｈ．１溝覆土中。

63 人 物 埴 輪
Ｂ．中実造り。Ｃ．ハケの後ナデ。線刻により指を表現。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．左腕
部。Ｇ．胸部に接合すると思われる。手首に飾玉貼付。Ｈ．墳頂部撹乱土内。

64 （人 物 埴 輪）
Ａ．残存長3.5。Ｃ．外面ハケ、裾部と下側ナデ。Ｄ．白色粒・黒色粒・チャート。Ｅ．外－橙色。Ｆ．衣裾部片か。Ｈ．
南東側墳丘下。

65 （人 物 埴 輪）
Ａ．残存高4.8。Ｂ．下側に粘土を付加して補強。Ｃ．外面ハケ。Ｄ．白色粒・黒色粒・チャート。Ｅ．外－明赤褐色。
Ｆ．衣裾部片か。Ｈ．墳頂部。

66 （人 物 埴 輪）
Ａ．残存高8.8。Ｂ．部分的に粘土を重ねる。下側に円筒状物の剥落痕２か所。Ｃ．外面ハケの後ナデ、内面ハケ。Ｄ．
角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．外－橙色、内－赤褐色。Ｆ．双脚人物埴輪の股間部。Ｈ．南東側墳丘下。

67 人 物 埴 輪
Ａ．残存高6.1。Ｂ．円筒部に裾部を貼付。Ｃ．外面ハケ、裾部ナデ。内面ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内
外－明赤褐色。Ｆ．衣裾部片。Ｈ．墳頂部。

68 人 物 埴 輪
Ａ．残存高9.8。Ｂ．円筒部に裾部を貼付。Ｃ．外面ハケ。内面ハケの後ナデ。Ｄ．黒色粒・白色粒・チャート。Ｅ．外－
灰黄褐色、内－にぶい黄褐色。Ｆ．衣裾部片。Ｇ．裾部に紐状粘土の剥離痕あり。Ｈ．北側外周施設。

69 （人 物 埴 輪）
Ａ．残存長4.1。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．片岩・黒色粒・チャート。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．衣裾部片
か。Ｈ．北側外周施設。

70 （人 物 埴 輪）
Ａ．残存長6.4。Ｂ．裾部に帯状粘土を貼付。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．片岩・黒色粒・チャート。Ｅ．内外－明赤褐
色。Ｆ．衣裾部片か。Ｈ．墳頂部。

71 （人 物 埴 輪）
Ａ．残存長5.1。Ｃ．外面ハケ、裾部ナデ。Ｄ．白色粒・黒色粒・チャート。Ｅ．外－橙色。Ｆ．衣裾部片か。Ｈ．１溝覆
土中。
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72 馬 形 埴 輪
Ａ．残存長9.6。Ｂ．筒状部に側板を貼付。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．外－
橙色、内－明赤褐色。Ｆ．鼻先部の破片。Ｇ．鼻孔が残る。素環の鏡板・面繋等が剥落していると思われる。Ｈ．墳丘
下。

73 形 象 埴 輪
Ａ．残存高6.5。Ｂ．中空部を造る。Ｃ．外面ハケの後ナデ、内面ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内外－橙
色。Ｆ．馬形埴輪の耳付近か。Ｈ．１溝覆土中。

74 馬 形 埴 輪
Ｂ．本体部に前輪を貼付する。Ｃ．外面ハケの後ナデ、内面ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－橙色、内－赤褐色。Ｆ．
首付近～前輪片。Ｇ．タテガミが剥落し、剥離部に貼付用の刻み。Ｈ．南東墳丘下。

75 形 象 埴 輪
Ａ．残存長6.9。Ｃ．表裏面ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．表裏－橙色。Ｆ．周縁弧状の破片。馬形埴輪の耳
か。Ｈ．北東側基壇。

76 （馬 形 埴 輪）
Ａ．残存長6.3。Ｂ．帯状粘土を貼付。Ｃ．内外面ナデ。Ｄ．片岩・黒色粒・チャート。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．帯状部
は繋表現か。Ｈ．北側外周施設。

77 馬 形 埴 輪
Ａ．残存高6.3。Ｂ．後面に尻繋端部の粘土を貼付。Ｃ．ハケ、周縁部ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．橙色。
Ｆ．後輪片。Ｈ．墳頂部。

78 （馬 形 埴 輪）
Ａ．残存長10.5。Ｂ．帯状粘土を貼付。Ｃ．外面ハケ、帯状部下側ナデ。内面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－にぶい
褐色、内－赤褐色。Ｆ．胸付近で胸繋表現か。Ｈ．南東墳丘下。

79 （馬 形 埴 輪）
Ａ．残存高10.5。Ｂ．帯状粘土を貼付。Ｃ．内外面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－橙色、内－明赤褐色。Ｆ．
馬形埴輪片か。Ｇ．部品の剥落痕があり、剥離部に装着用の刻み。Ｈ．墳丘東側。

80 形 象 埴 輪
Ａ．残存長7.5。Ｂ．帯状粘土を貼付。Ｃ．外面ハケの後に帯状部ナデ、内面ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－橙色、内
－明赤褐色。Ｆ．帯状部は馬形埴輪の繋表現か。Ｈ．北側外周施設。

81 （馬 形 埴 輪）
Ａ．径4.4。Ｂ．下側に装着用の突起。Ｃ．ナデ。Ｄ．白色粒・黒色粒・チャート。Ｅ．橙色。Ｆ．飾り金具か。Ｈ．南東側
墳丘下。

82 （馬 形 埴 輪） Ａ．径3.9。Ｃ．ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．赤褐色。Ｆ．飾り金具か。Ｈ．墳丘東側。

83 （家 形 埴 輪）
Ａ．残存長7.7。Ｃ．外面ハケの後ナデ、内面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．割竹形の堅魚木か。
Ｈ．墳頂部。

84 （家 形 埴 輪）
Ａ．残存長5.7。Ｃ．外面ハケの後ナデ、内面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．割竹形の堅魚木か。Ｈ．墳
頂部。

85 （家 形 埴 輪）
Ａ．残存長5.8。Ｃ．外面ハケの後ナデ、内面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－明赤褐色、内－橙色。Ｆ．割竹形の堅魚
木か。Ｈ．墳頂部。

86 （家 形 埴 輪）
Ａ．残存長5.9。Ｃ．外面ハケの後ヨコナデ、内面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．割竹形の堅魚木か。
Ｈ．墳頂部、南東墳丘下。

87 （家 形 埴 輪）
Ａ．残存長7.3。Ｃ．外面ハケの後ナデ、内面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．内外－橙色。Ｆ．割竹形の堅魚木か。Ｈ．墳
頂部。

88 形 象 埴 輪
Ａ．残存長22.7。Ｂ．筒状部に帯状粘土を貼付。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－橙色、内－明赤
褐。Ｆ．家形埴輪の棟部か。Ｇ．逆Ｕ字状の剥離痕（割竹形の堅魚木か）あり。Ｈ．墳頂部。

89 形 象 埴 輪
Ａ．残存長12.9。Ｂ．粘土板の縁に屈曲する帯状粘土を貼付。Ｃ．表面ハケ後に帯状部ナデ。裏面ハケ。Ｄ．角閃石・白
色粒・チャート。Ｅ．表裏－橙色。Ｆ．馬形埴輪の障泥もしくは家形埴輪の屋根部片か。Ｈ．北側外周施設。

90 形 象 埴 輪
Ａ．残存長21.6。Ｂ．粘土板の縁に帯状粘土を貼付。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャー
ト。Ｅ．外－橙色、内－明赤褐色。Ｆ．家形埴輪の屋根部片か。Ｈ．南東墳丘下。

91 形 象 埴 輪
Ａ．残存長12.2。Ｂ．粘土板の縁に屈曲する帯状粘土を貼付。Ｃ．表面ハケの後に帯状部ナデ、裏面ハケ。Ｄ．角閃石・
白色粒・チャート。Ｅ．表－橙色、裏－明赤褐色。Ｆ．馬形埴輪の障泥もしくは家形埴輪の屋根部片か。Ｈ．北側外周
施設。

92 形 象 埴 輪
Ａ．残存長6.6。Ｂ．粘土板の縁に帯状粘土を貼付。Ｃ．表面ハケの後に帯状部ナデ、裏面ハケ。Ｄ．角閃石・白色粒・
チャート。Ｅ．表－橙色、裏－明赤褐色。Ｆ．馬形埴輪の障泥もしくは家形埴輪の屋根部片か。Ｈ．墳頂部。

93 （家 形 埴 輪）
Ａ．残存高24.8。Ｂ．粘土紐積み上げ。突帯貼り付け。内面に補強粘土を貼付。Ｃ．外面ハケ、下端突帯ヨコナデ。内
面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．外－にぶい黄橙色、内－明赤褐色。Ｆ．壁体部片。双脚人物埴
輪基台部の可能性あり。Ｈ．北側外周施設。

94 形 象 埴 輪 Ａ．残存長6.6。Ｃ．内外面ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．内外－明赤褐色。Ｆ．不明。Ｈ．墳頂部。

95 形 象 埴 輪
Ａ．残存長6.8。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．白色粒・黒色粒・チャート。Ｅ．外－明赤褐色、内－橙色。Ｆ．不明。
Ｈ．墳頂部。

96 形 象 埴 輪
Ａ．残存長10.7。Ｃ．外面ハケ、内面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－明赤褐色、内－赤褐色。Ｆ．不明。Ｈ．
石室撹乱内。

97 形 象 埴 輪
Ａ．残存長8.4。Ｂ．帯状粘土を貼付するが剥落。Ｃ．表面ナデ、裏面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。
Ｅ．表裏－橙色。Ｆ．不明。Ｈ．北側外周施設。

98 形 象 埴 輪
Ａ．残存長9.5。Ｂ．帯状の貼付痕。Ｃ．外面ハケの後ナデ、内面ハケ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．外－橙色、内－赤褐色。
Ｇ．小孔の痕跡。Ｆ．不明。Ｈ．墳丘東側。

99 形 象 埴 輪
Ａ．残存長9.9。Ｂ．帯状の貼付痕。Ｃ．外面ハケ、内面ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．外－橙色、内－赤褐
色。Ｆ．不明。Ｈ．北側外周施設。

100 形 象 埴 輪
Ａ．残存長8.0。Ｂ．貼付痕あり。Ｃ．内外面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石・白色粒・チャート。Ｅ．外－橙色、内－明赤褐
色。Ｆ．不明。Ｈ．南東側墳丘下。

101 形 象 埴 輪
Ａ．残存長7.4。Ｃ．表面ハケ、周縁部ナデ。内面ナデ。Ｄ．白色粒・黒色粒・チャート。Ｅ．表裏－赤褐色、Ｆ．周縁弧
状の破片。Ｈ．墳頂部。

102 形 象 埴 輪 Ａ．残存長12.8。Ｃ．表裏面ハケの後ナデ。Ｄ．角閃石安山岩。Ｅ．表裏－明赤褐色。Ｆ．不明。Ｈ．南東側墳丘下。
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c．その他の出土遺物

　本古墳の調査では、調査区内の表土層や墳頂部の撹乱内及び墳丘を切る第１号溝跡の覆土中から、

前述した20㎜機関銃の実弾の他に、古墳構築以後の土地利用状況を窺わせる中世以降の遺物がいくつ

か出土している（第34図）。このうち、須恵器甕の小破片（№５）は古墳時代後期以降の古代のもので、

刀の鐔（№１）や簪（№２）とかわらけの破片（№13）などは近世以降と考えられる。それ以外の渡来銭の

「天聖元寶」（№３）や「元豊通寳」（№４）は、模鋳の可能性もあるものの古代末～中世初頭、常滑窯

製の甕（№６～９）や在地産片口鉢（№10～12）の破片、安山岩製の五輪塔の空風輪（№14）などは、中世

後期の所産と思われる。これらの中・近世の遺物は、本古墳と東側に隣接して存在した真言宗系寺院

の円満寺と関係した遺物の可能性が高いのではないかと思われる。この中で、特に五輪塔（空風輪）の

出土は、この円満寺の建立時期を考えるうえで注目されるものである。

　この他に、縄文時代と考えられる打製石斧が２点（№15・16）と、中央に比較的大きな穿孔痕をもつ

時期不明の板状の石器が１点（№17）出土している（第35図）。これらの石器は、古墳の葺石等の石材と

して利用されたと思われるものであるが、本古墳の南西側約300ｍの丘陵上からその先端付近には、

縄文時代前期後半（諸磯式後半段階頃）と中期中頃（勝坂Ⅲ式）～後半（加曽利ＥⅢ式）の集落である金屋

南遺跡（恋河内2012・2013）が所在しており、おそらくそれらの集落と関係するものと思われる。
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その他の出土遺物観察表

１ 円 形 鐔
Ａ．直径7.5、厚さ0.5、重さ86ｇ。Ｂ．鍛造？。Ｄ．鉄製。Ｆ．完形。Ｇ．表裏面に象嵌による文様の痕跡あり。Ｈ．北側
墳丘下表土。

２ 簪
Ａ．全長12.1、最大幅0.5、厚さ0.2、重さ４ｇ。Ｂ．鋳造。Ｄ．銅製。Ｆ．松葉状足先の片側を欠損。Ｇ．耳掻付簪。Ｈ．
墳頂部撹乱内。

３ 古 銭
Ａ．直径2.5、重さ３ｇ。Ｂ．鋳造。Ｄ．銅製。Ｆ．ほぼ完形。Ｇ．「天聖元寶」（初鋳1023年）。渡来銭（北宋）。Ｈ．１溝覆
土中。

４ 古 銭
Ａ．直径2.4、重さ３ｇ。Ｂ．鋳造。Ｄ．銅製。Ｆ．ほぼ完形。Ｇ．「元豊通寶」（初鋳1078年）。渡来銭（北宋）。Ｈ．墳頂部
撹乱内。

５
須 恵 器

甕
Ｂ．粘土紐積み上げ後叩き。Ｃ．胴部外面平行叩き目、内面当道具痕（青海波文）を残す。Ｄ．白色粒。Ｅ．内外－淡灰
色。Ｆ．胴部破片。Ｇ．環元焔。Ｈ .1溝覆土中。

６
常 滑 窯

甕
Ｂ．粘土紐積み上げ後叩き。Ｃ．胴部内外面ナデ。Ｄ．白色粒、淡橙褐色粒。Ｅ．外－暗茶褐色、内－明茶褐色。Ｆ．胴
部破片。Ｇ．外面に淡緑色の自然釉が垂れる。Ｈ．１溝覆土中。

７
常 滑 窯

甕
Ｂ．粘土紐積み上げ後叩き。Ｃ．胴部外面箆ナデ、内面ナデ。Ｄ．白色粒、暗茶褐色粒。Ｅ．外－暗茶褐色、内－淡褐
色。Ｆ．胴部破片。Ｈ．北側墳丘下。

８
常 滑 窯

甕
Ｂ．粘土紐積み上げ後叩き。Ｃ．胴部内外面箆ナデ。Ｄ．白色粒。Ｅ．外－暗茶褐色、内－暗褐色。Ｆ．胴部破片。Ｈ．調
査区北東側表土。

９
常 滑 窯

甕
Ｂ．粘土紐積み上げ後叩き。Ｃ．胴部外面箆ナデ、内面ナデ。Ｄ．白色粒。Ｅ．内外－暗褐色。Ｆ．胴部破片。Ｈ．試掘
Tr３。

10 在 地 産
片 口 鉢

Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．口縁部内外面回転ナデ。Ｄ．白色粒。Ｅ．内外－暗灰色。Ｆ．口縁部破片。Ｇ．瓦質。Ｈ．１溝
覆土中。

11 在 地 産
片 口 鉢

Ｂ．粘土紐積み上げ。Ｃ．口縁部内外面回転ナデ。Ｄ．片岩粒、赤色粒、白色粒。Ｅ．内外－暗赤褐色。Ｆ．口縁部破
片。Ｇ．器表面は風化している。Ｈ．墳頂部撹乱内。

12 在 地 産
片 口 鉢

Ａ．底部径（17.0）。Ｂ．粘土紐積み上げ後ロクロ整形。Ｃ．体部内外面ナデ。底部外面糸切り。Ｄ．白色粒。Ｅ．外－黒
灰色、内－暗灰色。Ｆ．底部1/4。Ｇ．瓦質。体部内面は良く擦れている。Ｈ．北側墳丘下。

13 か わ ら け
Ａ．口縁部径（9.2）、器高2.0、底部径（6.2）。Ｂ．ロクロ成形。Ｃ．内外面回転ナデ。底部外面回転糸切り。Ｄ．赤色粒、
白色粒。Ｅ．内外－暗褐色。Ｆ．口縁部1/4。Ｈ．墳頂部撹乱内。

14 五 輪 塔
（空 風 輪）

Ａ．高さ31.6、空輪最大幅17.6、風輪最大径16.3、軸棒直径6.6、重さ8.3㎏。Ｂ．削り出し。Ｃ．研磨。Ｄ．安山岩。Ｆ．
ほぼ完形。Ｇ．梵字は薬研堀状。Ｈ．調査区東端。

15 打 製 石 斧
Ａ．残存長8.0、最大幅5.4、厚さ1.6、重さ96.13ｇ。Ｂ．礫皮をもつ剥片を素材とし、周縁に直接打撃による両面加工
を施す。Ｄ．砂岩。Ｆ．2/3。Ｇ．刃部に刃こぼれや摩耗痕あり。Ｈ．北側墳丘下。

16 打 製 石 斧
Ａ．長さ13.9、最大幅8.7、厚さ3.0、重さ391.54ｇ。Ｂ．扁平礫を素材とし、周縁に直接打撃による両面加工を施す。
Ｄ．砂岩。Ｆ．完形。Ｇ．刃部に摩耗痕あり。Ｈ．墳丘下。

17 不 明 石 器
Ａ．残存長9.4、残存幅5.8、厚さ1.3、重さ99.83ｇ。Ｂ．扁平礫を素材とし、中央部に穿孔痕あり。Ｄ．片岩。Ｆ．1/2。
Ｈ．北東側基壇。
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第34図　その他の出土遺物（１）
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第35図　その他の出土遺物（２）



第Ⅳ章　調査の成果と課題

１　墳丘の変形について

今回報告した長沖203号墳は、主体部が石

室外側に控え積みをもつ川原石積みの両

袖型横穴式石室で、墳丘直径が19ｍ～20

ｍ位の円墳と推測される。築造時期は、

石室の玄室側壁があまり張らず、両袖型

石室の中では比較的古い段階に位置づけ

られることや、埴輪の樹立が認められる

ことから、６世紀後葉頃と考えられる。

　墳形は、周溝が確認できなかったため

明確ではないが、残存する第１葺石の根

石の配列は、墳丘が北西～南東に長軸を

もつ楕円形状に歪んだ形をしており、そ

の外側の付基壇も墳丘北東側と南東側に

一部残存する第２葺石の根石の配列から

みて、おそらく正円ではなく第１葺石と相似的な楕円形状に巡っていたようである（第36図）。

　このような、墳丘が楕円形ぎみに歪んだ形態を呈する古墳は、神流川右岸に立地する神川町の青柳

古墳群城戸野支群15号墳（田村・金子1997）や二ノ宮支群19号墳（田村1993）、美里町の松久丘陵上に立

地する猪俣北古墳群第１号墳（丸山・中沢1998）など、当地方の葺石が残存する古墳の中にいくつか例

が見られる。これらの古墳は、墳丘の中心が石室の玄室奥壁か玄室内部かに関係なく、石室の羨門部

側の墳丘半径が短くなることによって楕円形状に歪んでいるため、「葺石を羨門部に取り付けるため

に意図的になされた行為と思われ、墳丘の構築が石室に規制されていることが窺える例」（金子2006）

と言われている。当地方の該期の群集墳を構成する横穴式石室をもつ小円墳の多くは、墳丘よりも先

に石室が構築された「石室優先型」（青木2007）であるが、石室の羨門部側の半径を短くして墳丘を楕

円形状に変形させた原因は、単なる設計ミスではなく当初の設計プランの一部変更と考えられ、墳丘

規模は当初のままで、何だかの事情によって当初予定していた石室の規模を縮小しなければならなく

なったためではないかと思われる。

　本古墳の場合は、石室は玄室部長と羨道部長の比率が３：２の規格性の高いものであるが、楕円形

を呈する墳丘の長軸を玄室の短軸方向に取っていない点でやや趣が異なっている。視点の置き方によ

る測り方の違いによっては、墳丘の中心が玄室の奥壁にも玄室内部のどちらにもなりうることから、

墳丘規格の構造がはっきりしないが、墳丘の楕円形長軸を墳丘直径とした場合、石室羨道部の南側か

ら南西側の範囲が墳丘の歪みが最も大きいことから、先の他の古墳と同じ原因による変形の可能性が

高いと思われる。また、墳丘の長軸方向を玄室の短軸方向ではなく北西～南東方向に向けているの

は、本古墳が立地する低い尾根筋上の等高線の方向と一致しており、おそらく微地形的な条件や、尾

根筋上に存在した他の古墳との関係によるのではないかと思われる。
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第36図　長沖203号墳墳形想定図



２　模様積石室について

　本古墳の模様積石室の築造時期は、先にも述べたように６世紀後葉頃と考えられ、それは当地方の

模様積石室の出現期にあたる。増田逸朗氏はこの出現期の模様積石室の特徴として、①いずれも古墳

群における主墳格の大型円墳で、径20ｍ以上のものが多い。②墳丘規模に応じて石室も大型で、７ｍ

以上が大部分である。③石室形態は、胴張が少なく、玄室の胴張が少ないのとうらはらに、羨道は必

ず胴張を示す。④出現期の模様積石室は完璧な模様積みである。という点をあげている（増田1996）。

本古墳の場合は、墳丘や石室の規模はこれらの特徴に近いものであり、羨道部の全容が不明ながら、

これまでに報告されている明確な模様積みを呈する石室の中では、玄室の側壁の張り方が最も弱い形

態であることが注目される。

　模様積石室の出現の要因については、両袖型の胴張石室に限られることから、石室の胴張プランの

採用と密接な関係があると言われている（金子1980、田中1989・1990、増田1996）。しかしながら、見

た目において本古墳の石室と同程度の張りの弱い胴張形態は、当地域の青柳古墳群南塚原支群６号墳

（増田・駒宮1973）、本庄市長沖古墳群第８号墳（菅谷他1980）、美里町白石古墳群久保１号墳・久保２

号墳・後海道５号墳（長滝2003）などの笏形の袖無型石室や、美里町生野山古墳群第16号墳（菅谷1984）

の片袖型石室など、乱石積みを主体とする両袖型以前の石室にも見られる。また、埴輪を伴いその石

室の平面形態などから両袖型胴張石室の初期段階と考えられる青柳古墳群南塚原支群10号墳・40号墳

（田村・金子2012）・45号墳（金子2014）・城戸野支群30号墳（田村・金子1997）、美里町猪俣南古墳群第

２号墳（丸山1996）などは、いずれも模様積みではなく乱石積みである。このことから、当地域の石室

における胴張形態と模様積み技法の採用には時間差が考えられ、石室の胴張形態の採用が早く、その

時期に主流であった乱石積みの後に模様積み技法が普及するのではないかと思われる。

　模様積みの系譜については、増田逸朗氏が「現状では、乱石積の壁面空間に小石を詰め込み押さえ

る手法が存在し、これが模様的に見える事から、系譜論的にはここに求めざるをえない」（増田1996）

と述べられているのが唯一と思われる。先の両袖型胴張石室の初期段階と考えられる石室は、すべて

乱石積みであるが、その中には青柳古墳群南塚原支群40号墳や城戸野支群30号墳のように、小口面が

長方形ぎみの大形の自然石を横に据え、高さを揃えて目地が通るように列状にして水平に積み上げ、

その隙間に小形の自然石を支え石として充填した、いわゆる「通目積み」風の積み方をしたものが見

られる。模様積みも、大形の石材の高さを揃え、間隔をとって水平に点列状に据えながら、間に小形

の自然石を充填して積み上げる技法（増田・小久保1977、青木2013）であることから、広義の通目積み

の一種と言える。この模様積みの出現期には、長沖古墳群第21号墳（菅谷他1980）や本庄市秋山庚申塚

古墳（田中1989）などのように、かなり大形の石材を多用し、水平方向の列状に密集した配列だけで、

あまり千鳥状の配置を意識せず、壁面全体に対する大形石材の占める割合がかなり高いものが見られ

る。そのため模様積みは、両袖型胴張石室の初期段階と考えられる石室の一部に見られる通目積み風

になった乱石積みから、大形石材の支え石として充填していた小形石材の部分を面積的に多くするこ

とによって出現した技法の可能性が考えられるのではないだろうか。つまり、模様積みの技法は、石

室の胴張形態や持ち送り技術との直接的な関係ではなく、もともと石室構築に適した大形石材が少な

く、中小河川の小形の川原石が石材供給の中心であった地域集団が、古墳築造の増加に伴う大形や中

形石材の不足という地域的事情に対処するため考え出した苦肉の石積み技法であったと思われる。
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《付編》　長沖203号墳・御堂坂２号墳出土重層ガラス玉の自然科学的調査

田　村　朋　美

１　はじめに

　埼玉県本庄市の長沖203号墳（本報告）および御堂坂２号墳（増田1990）から、重層構造をもつ特殊な

ガラス小玉が出土している。これらのガラス小玉は、ガラスとガラスの間に金属箔を挟み込んで装飾

効果を高めるという高度な技術を用いて製作されたもので、いわゆる「重層ガラス玉」（大賀2002）や

「ゴールドサンドウィッチグラス」（福島1985）、「金層ガラス玉」（高橋1992）などと呼ばれている。日

本列島で出土する重層ガラス玉には、金属箔の素材や基礎ガラスの異なる様々な種類が存在する。今

回、これらの古墳から出土した重層ガラス玉について、自然科学的方法を用いて材質・構造調査を実

施したので、以下にその結果を述べる。

２　資料と方法

ａ．調査資料

　本調査の対象は、長沖203号墳出土重層ガラス玉３点（第20図№340、341、342：写真１）及び御堂坂

２号墳出土重層ガラス玉１点（未報告：写真１）の合計４点である。

　長沖203号墳出土品３点のガラス部分は、いずれも黄褐色透明を呈するが、№340は他の２点に比べ

てやや濃い色調である。№341と№342については、内層と外層のガラスの間に金属光沢を有する層が

認められ、一部は黒色化している。№340に

ついては、金属光沢を有する層を明確に認め

ることはできないが、内外のガラス間に黒色

の付着物が見られる。

　御堂坂２号墳出土品は破片資料である。黄

褐色透明を呈するガラスが二層構造をなす。

金属箔は認められない。

ｂ．調査方法

　内部構造調査には、コンピューテッドラジ

オグラフィ法（Computed Radiography 法、

CR法）を適用した。撮影に用いた装置は、マ

イクロフォーカスＸ線拡大撮像システム（富

士フィルム社製 µFX-1000）とイメージング

アナライザー（富士フィルム社製BAS-5000）

である。イメージングプレート（Imaging 

Plate、IP）には BAS-SR2025を使用した。撮

影条件は、管電圧：40kV、管電流：50µA、

露光時間60秒であった。
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写真１　長沖203号墳・御堂坂２号墳出土重層ガラス玉



　材質分析には、蛍光Ｘ線分析法を

適用した。測定にあたっては、風化

の影響をできるだけ排除するため、

超音波およびエチルアルコールを用

いて測定箇所表面を洗浄した。測定

に用いた装置はＥＤＡＸ社製エネル

ギー分散型Ｘ線分析装置ＥＡＧＬＥ

Ⅲである。励起用Ｘ線源はモリブ

デン（Mo）管球、励起電圧は20kV、

管電流は100µA、Ｘ線照射径は

112µm、計数時間は300秒とし、真

空中で測定した。なお、ガラス部分

の測定結果については、測定試料と

近似する濃度既知のガラス標準試

料（ＣＧ -５、ＳＧ５、ＳＧ７、ＳＧＴ５、ＮＩＳＴ620）を用いて補正した理論補正法（Fundamental 

Parameter method、FP法）により、検出した元素の酸化物の合計が100％になるように規格化した。

３　結果と考察

ａ．内部構造と製作技法

　長沖203号墳出土品３点の重層ガラス玉のＣＲ画像を写真２に示す。いずれも孔の形状が中央付近

で内湾していることや、気泡が孔と同方向にガラスの曲面に沿って細長く伸びていることがわかる。

№341と№342は内層と外層の間に大きな空間が存在する。さらに、内層と外層の間にはガラス部分よ

りもＸ線の吸収の大きい薄層が認められる。№340は内層と外層が比較的密着しているものの、内層

と外層の間にはやはり僅かな隙間とガラス部分よりもＸ線の吸収の大きい薄層の存在が認められた。

本来は金属層が挟まれていたが、風化によりその大部分が失われたと考えられる。

　以上のことから、これらの重層ガラス玉の具体的な製作技法は、径の異なる２本のガラス管の間に

金属箔を挟み込んで加熱し、工具で括れを入れて連珠状にしたものを分割して製作したと考えられ

る。№340と№342の開孔部には連珠法によって製作されたガラス玉に特徴的な括れの痕跡が確認され

る。№341に関しては、端面が研磨されており、括れの痕跡は確認できないものの、その他の特徴は

№342と共通しており、同じ製作技法によると考えられる。なお、№340は他の２点と比較してガラス

部分に含まれる気泡が多い点が注目される。多くの気泡を含ませることで光の散乱を利用して装飾効

果を高める意図があったと考えられる。

　御堂坂２号墳出土品は、半分以上が欠損しており、詳細な構造を把握するのが困難であったが、気

泡が孔と同方向にガラスの曲面に沿って細長く伸びている点や、わずかに残存する端面に括れを入れ

た痕跡が認められることから、基本的に長沖203号墳出土品と同じ製作技法である。ただし、金属箔

は確認されなかった。日本列島では金属箔を挟まないタイプの重層ガラス玉も存在することが確認さ

れている（田村2012）が、本資料は大部分が欠損しているため、もともと金属箔がなかったのか、風化
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写真２　長沖203号墳出土重層ガラス玉のＣＲ画像



によって失われたのかについては断定でき

ない。

ｂ．化学組成

　ガラスの種類を明らかにするため、蛍光

Ｘ線分析法による化学組成の分析調査を実

施した。結果を表１に示す。なお、№341

は端面が研磨されており、内層と外層の両

方が表面に露出していたため、それぞれ測

定を実施した。

　長沖203号墳および御堂坂２号墳出土の

重層ガラス玉は、いずれも酸化ナトリウ

ム（Na2O）を17.5～19.6％前後含有するソー

ダガラスである。さらに酸化マグネシウ

ム（MgO）と酸化カリウム（Ｋ2O）がともに

1.5％よりも多く、酸化カルシウム（CaO）が

多く（＞５％）、酸化アルミニウム（Al2O3）

が少ない（＜５％）という特徴から、植物灰

タイプのソーダガラス（Group SⅢ、植物

灰ガラスと呼ぶ）であると判断される（Oga 

and Tamura 2013）（第37図）。ただし、長

沖203号墳の３点がいずれもMgO＜Ｋ2Ｏ

であるのに対し、御堂坂２号墳出土品は

MgO＞Ｋ2Ｏである点が注目される。さら

に、仔細にみると、御堂坂２号墳出土品は

CaO含有量もやや少ない傾向にある。なお、CaO含有量については、長沖203号墳№340もやや少な

い。一方、長沖203号墳№341および№342は、極めて類似の化学組成を有する。これらは大きさや色

調、気泡の量などの点でも類似点が多い。
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第37図　重層ガラス玉の化学組成の特徴

表１　蛍光Ｘ線分析結果



　長沖203号墳出土品には、いずれも金属箔が挟み込まれているが、表出している部分がなかったため、

元素分析により材質を明らかにすることはできなかった。ただし、遺存状態の良い部分では白銀色を

呈することや、一部が黒変していることを考慮すると、銀箔である可能性が最も高いと推察される。

　また、本調査資料はいずれもガラス部分が黄褐色透明を呈する。発色に関与する成分としては酸化

鉄（Fe2O3）を3.38～4.37％含有している。一般に、アルカリガラスに炭素などの還元剤を添加すると、

不純物として含まれる微量の硫黄と鉄が Fe-S 結合子を形成し、褐色を呈する（アンバーガラスと呼

ばれる）と考えられている（伊藤1996）。日本列島で出土するアルカリガラスのうち、黄褐色透明を呈

するものは、植物灰ガラスに偏って出現しており、古代ガラスにおいても上記のメカニズムによって

発色していると考えて矛盾しない。

　なお、日本列島におけるもっとも古い時期の重層ガラス玉のひとつに京都府長岡京市宇津久志１号

墳出土品がある。宇津久志１号墳出土品は、アンチモンによって消色されたナトロンガラス製の無色

半透明ガラスの間に金箔を挟み込んだものである（田村2013ａ）。長沖203号墳出土品は、黄褐色透明

を呈するガラスの間に銀箔を挟み込むことで、金箔を挟み込んだ金層ガラス玉に類似の装飾効果をね

らったものと推測される。日本列島で出土する重層ガラス玉の分析事例は少なく、いまだ十分なデー

タが蓄積されているとは言い難いが、先行研究や筆者がこれまでに分析を実施した資料において、金

箔が使用されていた重層ガラス玉はナトロンガラス製に限られている（田村2013ａ、2013ｂ）。今回調

査を実施した長沖203号墳および御堂坂２号墳出土の重層ガラス玉についても、ガラス素材は植物灰

ガラスで金属箔は銀箔もしくは箔無しタイプであり、重層ガラス玉のガラス素材と金属箔の材質には

相関がある可能性が高い。
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図版1

墳丘盛土石室西側（下半）

古墳調査前の状況（西より）

墳丘盛土（上半）

墳丘盛土北側（上半）

墳丘盛土西側（上半）

墳丘伐採・清掃後（北より）

墳丘盛土（下半）

墳丘盛土石室北側（下半）



図版2

墳丘北東側基壇土層断面

墳丘盛土東側（上半）

墳丘西側基壇（西より）

墳丘南東側基壇

墳丘北東側基壇（東より）

墳丘盛土石室東側（下半）

墳丘西側基壇土層断面

墳丘南東側基壇盛土下人物埴輪片出土状態



図版3

墳丘東側基壇馬形埴輪（№57）出土状態

墳丘北東側外周施設（東より）

墳丘北東側外周施設埴輪出土状態（南より）

墳丘北側外周施設（南より）

墳丘東側基壇馬形埴輪（№58）出土状態

墳丘北東側外周施設（南より）

墳丘北東側外周施設ピット列（南より）

墳丘北側外周施設埴輪出土状態



図版4

東側第１葺石裏込め

葺石・石室全景（西より）

西側第１葺石（南西より）

北東側第１・第２葺石（北東から）

西側第１葺石裏込め

葺石・石室全景（真上より）

南東側第１葺石（南より）

北東側第１葺石（北東から）



図版5

石室・控積み・葺石根石全景

南東側第１・第２葺石根石

石室控積み全景

石室東側壁側控積み（東より）

西側第１葺石根石

北東側第１・第２葺石根石

石室奥壁側控積み（北より）

石室西側壁側控積み（西より）



図版6
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石室内出土玉類観察表                                  （単位：長さｍｍ、重さｇ） 

１ 管  玉 
Ａ.直径 7.40、高さ 20.0、重さ 1.9。Ｄ.緑色凝灰性硬質頁岩。Ｅ.濃緑色。Ｆ.ほぼ完形。Ｇ.片面穿孔。
Ｈ.玄室内。 

２ 切 子 玉 
Ａ.直径上面 6.01、下面 6.02、最大径 12.5、高さ 18.3、重さ 3.2。Ｄ.石英。Ｅ.半透明。Ｆ.完形。Ｇ.

上下６面ずつの計 12 面カット。片面穿孔。Ｈ.玄室内。 

３ 切 子 玉 
Ａ.直径上面 8.01、最大形 10.50、下面 5.60、高さ 12.90、重さ 1.8。Ｄ.石英。Ｅ.半透明。Ｆ.完形。Ｇ.
上下７面ずつの計 14 面カット。片面穿孔。Ｈ.玄室内。 

４ 丸  玉 
Ａ.直径 12.20、高さ 9.70、重さ 1.69。Ｄ.蛇紋岩。Ｅ.薄緑色。Ｆ.完形。Ｇ.全体に研磨。片面穿孔。Ｈ.
玄室内。 

５ 丸  玉 
Ａ.直径 11.30、高さ 9.00、重さ 1.62。Ｄ.蛇紋岩。Ｅ.薄緑色。Ｆ.完形。Ｇ.全体に研磨。片面穿孔。Ｈ.
玄室内。 

６ 丸  玉 
Ａ.直径 12.40、高さ 8.60、重さ 1.86。Ｄ.蛇紋岩。Ｅ.薄緑色。Ｆ.完形。Ｇ.上下端面研磨。側面風化？
片面穿孔。Ｈ.玄室内。 

７ 丸  玉 
Ａ.直径 10.60、高さ 8.30、重さ 1.07。Ｄ.蛇紋岩？Ｅ.薄緑色。Ｆ.完形。Ｇ.全体に風化？片面穿孔。Ｈ.

玄室内。 

８ トンボ玉 
Ａ.直径 13.90、高さ 9.30、重さ 2.20。Ｂ.巻きつけ成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.
気泡は微細で多い。側面に３箇所色の異なる(正面:黄色、左:青緑色、右:青緑色)ガラスで貼り付ける。

左右２箇所は突起状。Ｈ.玄室内。 

９ 丸  玉 
Ａ.直径 12.80、高さ 9.40、重さ 2.19。Ｂ.巻きつけ成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.側面細か

な傷(汚れ？) 多数。縞状の赤色が見られ巻き付けによる練り込みか。Ｈ.玄室内。 

10 丸  玉 
Ａ.直径 12.70、高さ 9.60、重さ 2.10。Ｂ.巻きつけ成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.側面細か
な傷(汚れ？)多数あり。縞状の赤色が見られ巻き付けによる練り込みか。白色部あり。Ｈ.玄室内。 

11 丸  玉 
Ａ.直径 12.50、高さ 9.40、重さ 1.86。Ｂ.巻きつけ成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.側面細
かな傷(汚れ？)多数あり。Ｈ.玄室内。 

12 丸  玉 
Ａ.直径 13.30、高さ 9.60、重さ 2.23。Ｂ.巻きつけ成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.側面細
かな傷。Ｈ.玄室内。 

13 丸  玉 
Ａ.直径 13.60、高さ 9.50、重さ 2.30。Ｂ.巻きつけ成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.縞状の傷
が見られる。孔に一部欠損。側面に傷(汚れ？)。Ｈ.玄室内。 

14 丸  玉 
Ａ.直径 13.60、高さ 10.00、重さ 2.51。Ｂ.巻きつけ成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.側面

に細かな傷(汚れ？)。Ｈ.玄室内。 

15 丸  玉 
Ａ.直径 13.80、高さ 9.00、重さ 2.00。Ｂ.巻きつけ成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.縞状の赤
色が見られる。側面に白色範囲(汚れ？)あり。Ｈ.玄室内。 

16 丸  玉 
Ａ.直径 13.50、高さ 9.20、重さ 2.34。Ｂ.巻きつけ成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.孔に直交
する細長い気泡あり。側面に白色範囲(汚れ？)あり。Ｈ.玄室内。 

17 丸  玉 
Ａ.直径 12.60、高さ 9.10、重さ 1.90。Ｂ.巻きつけ成形か。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黒色。Ｆ.完形。Ｇ.側面に

白色範囲(汚れ)あり。Ｈ.玄室内。 

18 小  玉 
Ａ.直径 10.00、高さ 7.10、重さ 0.99。Ｂ.管切り成形か。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.

孔と並行する長い気泡あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

19 小  玉 
Ａ.直径 10.70、高さ 6.00、重さ 0.97。Ｂ.管切り成形か。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺色。Ｆ.ほぼ完形。

Ｇ.気泡不明。斑状にヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

20 小  玉 
Ａ.直径 10.00、高さ 7.80、重さ 0.95。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺色。Ｆ.ほぼ完形。

Ｇ.表面はザラ付き多い。孔と並行する長い気泡あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

21 小  玉 
Ａ.直径 10.80、高さ 7.40、重さ 1.08。Ｂ.巻き付け成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.
横位に貫入あり。Ｈ.玄室内。 

22 小  玉 
Ａ.直径 9.70、高さ 8.10、重 1.00。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔に
並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

23 小  玉 
Ａ.直径 9.00、高さ 7.40、重さ 1.02。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.

孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

24 小  玉 
Ａ.直径 8.50、高さ 7.80、重さ 0.87。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.
孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

25 小  玉 
Ａ.直径 9.30、高さ 6.40、重さ 0.65。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔
に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

26 小  玉 
Ａ.直径 8.40、高さ 6.80、重さ 0.84。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.
孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

27 小  玉 
Ａ.直径 8.50、高さ 6.60、重さ 0.77。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.

孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

28 小  玉 
Ａ.直径 9.50、高さ 5.90、重さ 0.72。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.
孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

29 小  玉 
Ａ.直径 7.90、高さ 6.70、重さ 0.73。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.
孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

30 小  玉 
Ａ.直径 8.90、高さ 6.50、重さ 0.59。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.
孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。孔は楕円形。Ｈ.玄室内。 

31 小  玉 
Ａ.直径 8.70、高さ 7.00、重さ 0.74。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.

孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 



32 小  玉 
Ａ.直径 9.30、高さ 7.20、重さ 0.87。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色(黒色強)。Ｆ.

完形。Ｇ.孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

33 小  玉 
Ａ.直径 8.20、高さ 6.00、重さ 0.56。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.
孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

34 小  玉 
Ａ.直径 8.00、高さ 6.00、重さ 0.62。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.完形。Ｇ.

孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

35 
小  玉 
 

Ａ.直径 8.00、高さ 6.50、重さ 0.55。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺色。Ｆ.部分欠損。
Ｇ.孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨、ヒビ多い。Ｈ.玄室内。 

36 小  玉 
Ａ.直径 9.10、高さ 6.10、重さ 0.72。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔

に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

37 小  玉 
Ａ.直径 8.90、高さ 5.10、重さ 0.60。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔
に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

38 小  玉 
Ａ.直径 8.20・7.10、高さ 5.60、重さ 0.47。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。
Ｇ.孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。汚れあり。Ｈ.玄室内。 

39 小  玉 
Ａ.直径 7.70、高さ 4.70、重さ 0.42。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔
に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

40 小  玉 
Ａ.直径 6.70、高さ 4.40、重さ 0.28。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔
に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

41 小  玉 
Ａ.直径 6.80、高さ 3.80、重さ 0.23。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.上下

面研磨。Ｈ.玄室内。 

42 小  玉 
Ａ.直径 6.40、高さ 4.60、重さ 0.26。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔
に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

43 小  玉 
Ａ.直径 7.10、高さ 4.90、重さ 0.37。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔
に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

44 小  玉 
 Ａ.直径 6.60、高さ 5.00、重さ 0.29。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔 
に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

45 小  玉 
Ａ.直径 6.00、高さ 4.20、重さ 0.20。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.上下
面研磨。Ｈ.玄室内。 

46 小  玉 
Ａ.直径 6.40、高さ 5.60、重さ 0.34。Ｂ.鋳型成形？Ｄ.ガラス製。Ｅ黄色。Ｆ.ほぼ完形。Ｇ.表面汚れ顕
著。微細な気泡多数あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

47 小  玉 
Ａ.直径 6.00、高さ 5.70、重さ 0.29。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.断面
平行四辺形状。孔に並行する気泡あり。Ｈ.玄室内。 

48 小  玉 
Ａ.直径 5.80、高さ 3.60、重さ 0.17。Ｂ.管切り成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.表面汚れ
顕著。微細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

49 小  玉 
Ａ.直径 5.80、高さ 4.00、重さ 0.16。Ｂ.管切り成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。Ｈ.玄室内。 

50 小  玉 
Ａ.直径 5.80、高さ 3.90、重さ 0.16。Ｂ.管切り成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.形歪、微
細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

51 小  玉 
Ａ.直径 5.40、高さ 3.20、重さ 0.13。Ｂ.管切り成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡

多数あり。Ｈ.玄室内。 

52 小  玉 
Ａ.直径 5.60、高さ 3.40、重さ 0.14。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ黄色。Ｆ.完形。Ｇ.表面汚れ微細

な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

53 小  玉 
Ａ.直径 5.70、高さ 3.40、重さ 0.13。Ｂ.管切り成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。孔と並行の長い気泡あり。Ｈ.玄室内。 

54 小  玉 
Ａ.直径 5.70、高さ 3.30、重さ 0.16。Ｂ.管切り成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡

多数あり。Ｈ.玄室内。 

55 小  玉 
Ａ.直径 5.80、高さ 4.90、重さ 0.19。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.孔に
並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 
 

56 小  玉 
Ａ.直径 5.20、高さ 2.80、重さ 0.11。Ｂ.管切り成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気
泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

57 小  玉 
Ａ.直径 4.50、高さ 3.30、重さ 0.10。Ｂ.巻きつけ成形？ Ｄ.ガラス製。Ｅ黄色。Ｆ.完形。Ｇ.孔が歪む。
微細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

58 小  玉 
Ａ.直径 4.70、高さ 5.50、重さ 0.19。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.濃い青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気

泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

59 小  玉 
Ａ.直径 5.30、高さ 2.70、重さ 0.10。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

60 小  玉 
Ａ.直径 5.20、高さ 3.50、重さ 0.12。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

61 小  玉 
Ａ.直径 5.20、高さ 3.20、重さ 0.11。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

62 小  玉 
Ａ.直径 5.20、高さ 3.20、重さ 0.10。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。上下端面研磨。Ｈ.玄室内。 



63 小  玉 
Ａ.直径 5.20、高さ 3.10、重さ 0.10。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

64 小  玉 
Ａ.直径 5.10、高さ 3.10、重さ 0.11。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.紺色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡少
数あり。Ｈ.玄室内。 

65 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 3.90、重さ 0.16。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多数
あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

66 小  玉 
Ａ.直径 4.60、高さ 2.40、重さ 0.08。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。Ｈ.玄室内。 

67 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.10、重さ 0.06。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 
 

68 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.90、重さ 0.07。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。Ｈ.玄室内。 

69 小  玉 
Ａ.直径 4.60、高さ 3.00、重さ 0.07。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

70 小  玉 
Ａ.直径 4.60、高さ 2.90、重さ 0.08。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅくすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気
泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

71 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.60、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅくすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気
泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

72 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

73 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

74 小  玉 
Ａ.直径 4.40、高さ 2.30、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

75 小  玉 
Ａ.直径 4.50、高さ 3.10、重さ 0.09。Ｂ.鋳型成形？Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。上下端研磨。バリあり。Ｈ.玄室内。 

76 小  玉 
Ａ.直径 4.30、高さ 2.90、重さ 0.07。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡あり。孔と並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

77 小  玉 
Ａ.直径 4.30、高さ 3.00、重さ 0.08。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.孔に
並行する気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

78 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.40、重さ 0.06。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.形歪、表面

汚れ顕著。微細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

79 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.80、重さ 0.07。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ黄色。Ｆ.完形。Ｇ.表面汚れ、微
細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

80 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

81 小  玉 
Ａ.直径 4.30、高さ 2.50、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

82 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.50、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビ多数。Ｈ.玄室内。 

83 小  玉 
Ａ.直径 4.30、高さ 2.80、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製.Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気
泡多数あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

84 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.淡い青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気
泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

85 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

86 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

87 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.80、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅくすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気

泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

88 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

89 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.80、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

90 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 2.60、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

91 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 1.90、重さ 0.02。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

92 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 1.90、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

93 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.70、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

94 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 



95 小  玉 
Ａ.直 3.80、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気

泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 
 

96 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.40、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.孔にベ
ンガラ付着。微細な気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

97 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

98 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.70、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

99 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.40、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

100 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

101 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 2.20、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

102 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.10、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

103 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

104 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

105 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

106 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

107 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.00、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 
 

108 小  玉 
Ａ.直 3.80、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 
 

109 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.90、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

110 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.90、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

111 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.60、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

112 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

113 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.50、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

114 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

115 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

116 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

117 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

118 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.50、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

119 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.60、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

120 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.00、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

121 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.70、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

122 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形？孔が大きく管切りか。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。
Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

123 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.60、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

124 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 3.00、重さ 0.07。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多
数あり。孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

125 小  玉 
Ａ.直径 4.30、高さ 3.00、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多数
あり。Ｈ.玄室内。 



126 小  玉 
Ａ.直径 4.30、高さ 2.80、重さ 0.07。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

127 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.30、重さ 0.05。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微
細な気泡多数あり。孔に並行する気泡あり。上下端面研磨。Ｈ.玄室内。 

128 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

129 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.90、重さ 0.07。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

130 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.50、重さ 0.05。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.孔
に並行する気泡あり。上下端面研磨。孔にベンガラ付着。Ｈ.玄室内。 

131 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.10、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

132 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.70、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.多数の
気泡あり。Ｈ.玄室内。 

133 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.00、重さ 0.05。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.孔

に並行する気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

134 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.70、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

135 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.80、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

136 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 3.00、重さ 0.06。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.紺。Ｆ.完形。Ｇ.孔に並行する
気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

137 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.40、重さ 0.06。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.紺。Ｆ.完形。Ｇ.孔に並行する

気泡あり。Ｈ.玄室内。 

138 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.80、重さ 0.07。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

139 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 3.50、重さ 0.09。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

140 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.70、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

141 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.80、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

142 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 

143 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。孔にベンガラ。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

144 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.ほぼ完形。Ｇ.微
細な気泡多数あり。孔にベンガラ。ヒビあり。一部欠損。Ｈ.玄室内。 

145 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。バリ残。Ｈ.玄室内。 

146 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.00、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

147 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.大きな
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

148 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.80、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

149 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.30、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.ほぼ完形。Ｇ.微
細な気泡多数あり。一部欠損。Ｈ.玄室内。 

150 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

151 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

152 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.60、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

153 小  玉 
Ａ.直 3.40、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気
泡多数あり。片面研磨。Ｈ.玄室内。 

154 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

155 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多

数あり。バリ残。Ｈ.玄室内。 

156 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。孔にベンガラ付着。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

157 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 



158 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

159 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.60、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

160 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ付着。Ｈ.玄室内。 

161 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 1.30、重さ 0.02。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡。バリ残。Ｈ.玄室内。 

162 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.00、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。孔にベンガラ付着。Ｈ.玄室内。 

163 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.80、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

164 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.10、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

165 小  玉 
Ａ.直径 3.10、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

166 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.80、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔内ベンガラ付着か。Ｈ.玄室内。 

167 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 1.80、重さ 0.02。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡に
よるスあり。Ｈ.玄室内。 

168 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 1.90、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

169 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

170 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.90、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

171 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

172 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多

数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

173 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

174 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.60、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

175 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.10、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

176 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.50、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

177 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

178 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.30、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

179 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 1.90、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

180 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 3.00、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。孔内にベンガラ付着。Ｈ.玄室内。 

181 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.40、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。側面にバリ残、上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

182 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.10、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

183 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 1.90、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

184 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 2.00、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

185 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.10、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

186 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔内にベンガラ付着。Ｈ.玄室内。 

187 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。孔にベンガラ付着、バリ残。Ｈ.玄室内。 

188 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 



189 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 2.70、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

190 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.70、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ濃紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。片面研磨。Ｈ.玄室内。 

191 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.80、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ付着か。Ｈ.玄室内。 

192 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ付着か。Ｈ.玄室内。 

193 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。バリ残。Ｈ.玄室内。 

194 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。片面研磨。Ｈ.玄室内。 

195 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.90、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 

 
196 小  玉 

Ａ.直径 3.70、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。片面研磨。Ｈ.玄室内。 

197 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.90、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。片面研磨、ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

198 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

199 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

200 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

201 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高 2.00、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気
泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

202 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

203 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 3.10、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

204 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ付着。Ｈ.玄室内。 

205 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 1.90、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

206 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

207 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.80、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ。バリ残。Ｈ.玄室内。 

208 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。孔にベンガラ。Ｈ.玄室内。 

209 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラか。Ｈ.玄室内。 

210 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.10、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

211 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.10、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

212 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.80、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。孔にベンガラ。Ｈ.玄室内。 

213 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 3.00、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ。バリ残。Ｈ.玄室内。 

214 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.80、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多

数あり。Ｈ.玄室内。 

215 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.80、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

216 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

217 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

218 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

219 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.90、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 



220 小  玉 
Ａ.直径 4.00～4.60、高さ 2.40～2.70、重さ 0.06。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.

完形。Ｇ.楕円形で孔に並行する長い気泡あり。Ｈ.玄室内。 

221 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

222 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.70、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

223 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

224 小  玉 
Ａ.直径 4.20、高さ 2.40、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多

数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

225 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.60、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

226 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

227 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.70～4.00、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.

微細な気泡多数あり。孔にベンガラ。Ｈ.玄室内。 

228 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

229 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.60、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

230 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。バリ残、ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

231 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。バリ残。Ｈ.玄室内。 

232 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 1.70～2.00、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.
微細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

233 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

234 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

235 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

236 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.70、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ、バリ残。Ｈ.玄室内。 

237 小  玉 
Ａ.直径 3.20、高さ 2.20、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多

数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

238 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡あり。Ｈ.玄室内。 

239 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡あり。Ｈ.玄室内。 

240 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.40、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

241 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

242 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

243 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 2.40、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡あり。Ｈ.玄室内。 

244 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

245 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.20、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

246 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.10、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

247 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

248 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.60、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

249 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 1.80、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

250 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.40、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 



251 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

252 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

253 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

254 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

255 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

256 小  玉 
Ａ.直径 3.10、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

257 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

258 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 3.20、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。孔にベンガラか、ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

259 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.20、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

260 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 1.60、重さ 0.02。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

261 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

262 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

263 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.50、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

264 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.10、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

265 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

266 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.40、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり、バリ残。Ｈ.玄室内。 

267 小  玉 
Ａ.直径 3.30、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

268 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

269 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.10、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

270 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

271 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

272 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 

273 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.ほぼ完形。Ｇ.気
泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

274 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。孔にベンガラ。バリ残。Ｈ.玄室内。 

275 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

276 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

277 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.80、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡あり。Ｈ.玄室内。 

278 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.80、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ。バリ残。Ｈ.玄室内。 

279 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.00、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

280 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡あり。Ｈ.玄室内。 

281 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.20、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 



282 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 1.70、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

283 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 

284 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。バリ残。Ｈ.玄室内。 

285 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラ。バリ残。Ｈ.玄室内。 

286 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.80、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

287 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 2.90、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

288 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 1.70、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

289 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

290 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

291 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

292 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

293 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 2.60、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

294 小  玉 
Ａ.直径(1.60)、高さ 2.40、重さ(0.01)。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。破損して 1/2 残、ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

 
295 小  玉 

Ａ.直径 3.20、高さ 2.10、重さ 0.04。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。Ｈ.玄室内。 

296 小  玉 
Ａ.直径 2.70、高さ 1.90、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 

 
297 小  玉 

Ａ.直径 2.60、高さ 1.80、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 
 

298 小  玉 
Ａ.直径 3.10、高さ 1.60、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡

多数あり。Ｈ.玄室内。 

299 小  玉 
Ａ.直径 2.90、高さ 1.80、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。Ｈ.玄室内。 

 
300 小  玉 

Ａ.直径 2.80、高さ 1.50、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡

多数あり。Ｈ.玄室内。 

301 小  玉 
Ａ.直径 2.70、高さ 1.20、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。Ｈ.玄室内。 

 
302 小  玉 

Ａ.直径 2.60、高さ 1.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。Ｈ.玄室内。 

303 小  玉 
Ａ.直径 2.50、高さ 1.30、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡

多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

304 小  玉 
Ａ.直径 2.80、高さ 1.10、重さ 0.02。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青緑色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡
多数あり。Ｈ.玄室内。 

305 小  玉 
Ａ.直径 5.00、高さ 3.20、重さ 0.11。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

306 小  玉 
Ａ.直径 4.10、高さ 2.70、重さ 0.06。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

307 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.40、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅくすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

308 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.90、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

309 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.40、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅくすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

310 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.60、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

311 小  玉 
Ａ.直径 3.40、高さ 2.00、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅくすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

312 小  玉 
Ａ.直径 3.10、高さ 1.90、重さ 0.02。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 



313 小  玉 
Ａ.直径 5.10、高さ 3.20、重さ 0.12。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細

な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

314 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.40、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡多数あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

315 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.20、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

316 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビ多数あり。Ｈ.玄室内。 

 
317 小  玉 

Ａ.直径 4.70、高さ 2.10、重さ 0.09。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 

318 小  玉 
Ａ.直径 4.80、高さ 3.00、重さ 0.07。Ｂ.鋳型成形？Ｄ.ガラス製。Ｅ.濃い青色。Ｆ.完形。Ｇ.上下研磨。

微細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 
 

319 小  玉 
Ａ.直径 9.80、高さ 7.50、重さ 1.20。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔
と並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

320 小  玉 
Ａ.直径 8.40、高さ 6.50、重さ 0.59。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.孔

に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

321 小  玉 
Ａ.直径 7.40、高さ 4.70、重さ 0.35。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.青色。Ｆ.完形。Ｇ.孔に並行す
る長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

322 小  玉 
Ａ.直径 6.70、高さ 4.70、重さ 0.32。Ｂ.鋳型成形？Ｄ.ガラス製。Ｅ.黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 

323 小  玉 
Ａ.直径 5.90、高さ 3.50、重さ 0.18。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ 青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 

 
324 小 玉 

Ａ.直径 5.80、高さ 3.50、重さ 0.16。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ 黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多
数あり。Ｈ.玄室内。 
 

325 小 玉 
Ａ.直径 5.20、高さ 3.60、重さ 0.14。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ 黄色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な気泡多

数あり。Ｈ.玄室内。 
 

326 小  玉 
Ａ.直径 4.50、高さ 2.20、重さ 0.07。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

327 小  玉 
Ａ.直径 4.60、高さ 3.10、重さ 0.08。Ｂ.管切り成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細
な気泡、孔に並行する長い気泡あり。上下面研磨。Ｈ.玄室内。 

328 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.00、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

329 小  玉 
Ａ.直径 4.50～3.70、高さ 2.20、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅくすんだ紺色。Ｆ.完形。Ｇ.
形歪。微細な気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

330 小  玉 
Ａ.直 4.20、高さ 3.10、重さ 0.08。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青色。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

331 小  玉 
Ａ.直径 3.90、高さ 2.30、重さ 0.05。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

332 小  玉 
Ａ.直径 3.30・高さ 1.90、重さ 0.02。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

333 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 1.80、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。Ｈ.玄室内。 

334 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.50、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。孔にベンガラか。Ｈ.玄室内。 

335 小  玉 
Ａ.直径 3.70、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

336 小  玉 
Ａ.直径 3.50、高さ 1.90、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

337 小  玉 
Ａ.直径 3.60、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な

気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

338 小  玉 
Ａ.直径 3.80、高さ 2.30、重さ 0.04。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

339 小  玉 
Ａ.直径 4.00、高さ 1.90、重さ 0.03。Ｂ.鋳型成形。Ｄ.ガラス製。Ｅ.くすんだ青。Ｆ.完形。Ｇ.微細な
気泡多数あり。ヒビあり。Ｈ.玄室内。 

340 重 層 玉 
Ｂ.径の異なる２本のガラス管の間に金属箔を挟み込んで加熱し、工具で括れを入れて連珠状にしたもの
を切断。Ｄ.植物灰ガラス。Ｅ.黄褐色透明。Ｆ.完形。Ｇ.開孔部に切断時の括れあり。微細な気泡多数あ
り。金属箔は銀箔と推察される。Ｈ.玄室内。 

341 重 層 玉 
Ｂ.径の異なる２本のガラス管の間に金属箔を挟み込んで加熱し、工具で括れを入れて連珠状にしたもの
を切断。Ｄ.植物灰ガラス。Ｅ.黄褐色透明。Ｆ.完形。Ｇ.端面研磨。微細な気泡あり。金属箔は銀箔と推

察される。Ｈ.玄室内。 

342 重 層 玉 
Ｂ.径の異なる２本のガラス管の間に金属箔を挟み込んで加熱し、工具で括れを入れて連珠状にしたもの
を切断。Ｄ.植物灰ガラス。Ｅ.黄褐色透明。Ｆ.完形。Ｇ.開孔部に切断時の括れあり。微細な気泡あり。
金属箔は銀箔と推察される。Ｈ.玄室内。 
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